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都市における農を活かしたまちづくり
〜都市に農を埋め込む戦略と政策〜

　各国・各都市固有の状況について理解した上で、共通点を把握する。
　その上で、都市農地を、都市や地域に残し、埋め込み、広げる戦略と政策的対応や支援策について、
1） 都市計画／ランドスケープデザインにおける新しい取り組み
2） 都市における農を通じたコミュニティ形成の側面
3） 都市における新しい農ビジネスの広がり
などを手掛かりに考える。
　政策的対応、支援策としては、都市計画制度、土地税制の優遇、政府財団等によるコミュニティ形
成に関する補助金、中間支援組織等による支援、などが想定される。

小泉  秀樹
東京大学　まちづくり研究室　教授

　1964 年東京都生まれ。専門はまちづくり。東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、
1997 年から東京大学大学院講師（都市工学）、2013 年から現職。研究成果を踏まえつつ各

地の住民、市民団体、自治体、企業とまちづくりの実践に取り組んでいる。著書に『コミュニティデ
ザイン学』（編著、東京大学出版会）、『都市地域の持続可能性アセスメント』（編著、学芸出版社）『スマー
ト・グロ一ス』（編著、学芸出版社）ほか多数。受賞多数。

飯田  晶子
東京大学大学院　工学系研究科　特任講師

　東京都出身。武蔵野の面影を残した東京郊外で育つ。緑地計画学や都市生態学が専門。都市
における緑地の機能、および人と緑地・自然との関わりについて、基礎的・応用的な研究を実施中。

白石  好孝
区内農業者

　練馬区で 350 年続く農家。約 100 種類の野菜を生産販売し、農業体験農園、ブルーベリー
摘み取り園等を運営。元全国農協青年組織協議会委員長。

山口  忠志
公益財団法人練馬区環境まちづくり公社　主任

　1971 年生まれ。生まれ育った農村環境を活かしたまちづくりに関心を持ち、農村計画や
都市計画のコンサルタント業務を 20 年間経験。現在は、中間支援組織において、練馬区

民が住み続けたいまちづくりの実現に向けて、地域住民・行政とともに協働のまちづくりを実践中。

テーマ

  分科会③では

武田  直克
東京都　農業振興事務所長

　1984 年に東京都で初めてとなる市街化区域内の農業振興政策を担当。それ以降、都市農
業の実態調査や農地の保全、農業者の生産技術向上、農産物の販売促進などを支援する農

業振興施策の企画と実施に関わる。

ニューヨーク
ビル・ロサッソ
ニューヨーク市　公園局グリーンサム部長

ロンドン
アンドレ・フルヨン
ブライトン大学　建築学専攻　教授

ジャカルタ
タウフィック・ユリアント
ジャカルタ首都特別州　水産農業食料安全保障局　農業部　都市農業課長

ソウル
ソン・インボン
ソウル特別市　経済政策室　都市農業課長

トロント
ソニア・ディール
トロントおよび地域保全局（TRCA）　ハンバー川・都市農業プログラム　事業担当課長

海外参加者のプロフィールは、41 〜 60 ページに記載しています。
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大泉町で農業を営んでいる白石と申します。
私の住む練馬区は都心から 10㎞から 20㎞圏内に
位置し、23 区内の北西にあたります。東京都全
体では、8,000ha 程農地がありますが、練馬区に
は約200haの農地があります。私の農園では1.4ha
の農地を所有しています。1600 年代、江戸時代
から農業をこの地で続けてきました。

私の紹介をさせていただきます。主な仕事は
当然、野菜の生産販売です。年間を通じて 100
種類の野菜を生産し、自宅で販売しています。
地元のスーパーに白石農園のコーナーを設けて
いただいて販売もしています。JA 東京あおばの
直売所でも販売していますし、学校給食等にも
納めています。ブルーベリーの摘み取り園も運
営しています。

また、「農業体験農園」も運営しています。こ
れは、いわば「野菜作りのカルチャースクール」
です。私が真ん中にいますが、鍬を持って野菜
作りを教えています。参加者は都市に住んでい
る方で、主婦やサラリーマン、色々な方がいらっ
しゃいます。そういった方々に対して、１年を
通じて野菜作りを教えています。年間 30 種類の
野菜を作っていただいて、講座は 16 回行ってい
ます。現在、125 家族を受入れています。この「農
業体験農園」は練馬区から始まって、今少しず
つ全国に広がりつつあります。

それから、地域の小中学生に対して農業を学
習する場や、障害者への社会復帰の訓練の場と
して農園を提供しています。また、新鮮な野菜
を皆さんに食べていただきたいと思い、畑の中
にレストランを建てて運営しています。

Nerima

Tokyo St.

白石農園 農地面積約1.４ｈａ

Tokyo

Japan

東京都農地面積 ８000ｈａ

都市における農を活かしたまちづくり
ー都市農業のとりくみー

練馬区農地面積 約２００ｈａ

★

★

１６００年代（江戸時代初期）から農業を継続

多品目・少量生産・地産地消

農業体験農園 (大泉 風のがっこう)は

野菜づくりのカルチャースクール

都市農業の歴史についてお話します。昔、江
戸は８千人位の小さな村だったそうですが、
1600 年代に首都が江戸に移転したことで人も
移ってきて、100 年間で 100 万人のまちになりま
した。急激に増加した江戸の人々に野菜や食料
を供給する農家が生まれ、市場経済が生まれた
わけです。練馬の地域も 1950 年代くらいまでは
農村でしたが、1960 年代に東京オリンピックが
開かれた頃を契機として、練馬にも、都市化の
波が押し寄せてきました。1970 年代からの高度
経済成長で人口が東京に集中するようになると、
家が足りなくなり、農地をどんどん宅地化して
いていきました。そこで 1991 年、「保全する農
地（生産緑地）」と「宅地化する農地（宅地化農
地）」を分けるため、「生産緑地法」という法律
ができました。保全する農地については、税制・
振興政策などがなされ、成果は出ていましたが、
日本ではバブルが崩壊して経済的に厳しい状況
になり、20 年で土地の値段が３分の１程度にな
りました。そうなってきますと、社会の中で農
地を土地として住宅に転換するような政策から、
やはり緑として、あるいは食料生産の場所とし
て、都市の中に農地があっていいのではないか
という声が高まり、2015 年、国の法律として「都
市農業振興基本法」が制定されました。第二次
世界大戦後の私たち農家にしてみると、だんだ
ん宅地化されて、都市にあまり農地は必要ない
と言われてきた時代から、画期的な法律ができ
たなと嬉しく思っています。

かつて先祖たちは、練馬区から都心へ向かっ
て野菜を運びました。神田の市場まで 20㎞程あ
るため、夜中の２時頃に出て、朝 7 時の競りに
間に合うように、朝から荷を積んで都心に野菜、
農産物を運んでいました。それと同時に都心で
出た人の糞尿は、今度は練馬・世田谷・杉並な
どの近郊の農家で肥料として使われました。江
戸時代に人口は増加しましたが、そこから出た
排泄物は循環、再利用されていたことから、江
戸の町は「エコタウン」だったという研究者の
説もあります。

写真の左側は 1940 年代の練馬で、私の子ども
の頃の家の近くの様子です。水田が多く、周囲に
農地以外は何もなく農家の家がポツポツとある程
度でした。右の写真が、2000 年代ですが、高速
道路ができ、住宅に覆いつくされています。この
ような変化が何とこの 60 年の間に起きています。

・１６００年代、日本の首都が江戸に移り人口が急激に増加

・江戸近郊に農家も増え江戸に食料を供給(市場経済が始まる)

・１９５０年代まで、東京の至る所で農業が営まれていた

・１９６０年代、東京オリンピックを契機に都市化が進む

・１９７０年代から高度経済成長で人口の東京一極集中が加速

・１９９１年、保全する農地と宅地化する農地に分離
保全する農地は税制・振興施策等行政支援

・２０００年代、社会変化とともに都市農業の価値が再認識

・２０１５年都市農業振興基本法が制定される

都市農業（練馬区）の歴史

（出典）
まちづくり情報誌こも
れび第56号
高松編 平成27
（2015）年10月
発行：みどりの
まちづくりセンター

江戸時代から近年まで、
農産物を都心の市場まで運び

帰りに下肥（人糞）を積んで帰ってきた

１９４０年代の練馬 ２０００年代の練馬

分科会③
白石　好孝 / 練馬
区内農業者
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練馬区の農地は、この 30 年間で減ってきまし
た。「保全する農地（生産緑地）」に指定してい
たところはあまり減っていませんが、「宅地化す
る農地（宅地化農地）」はほとんど住宅になって
しまったということです。農家の数も、1,700 人
からこの 20 年程で 900 人に半減、農家の数も
430 戸程になりました。

練馬区内で直売を行っている農業者の分布図
です。

100 軒を超える農家が、自動販売機や、自分の
家に棚を置いたりして、家で直接野菜を販売し
ています。練馬区ではキャベツが沢山採れます
が、他にもブロッコリー、枝豆、とうもろこし
等１年を通じて温暖で雪も降らないので、冬で
も色々な野菜が生産できます。果樹なども盛ん
に栽培され、また花に関しては、関東平野の農
村地域も含まれた花のコンテストでトップクラ
スの成績です。都市農業は、様々な情報が入っ
てくるので、レベルが高い状況で行われている
のではないかと思います。

この写真は、私の家の周辺の農地の分布です。
練馬区の中でも比較的農地が多いところで、か
なりまとまった農地が今でも残っています。これ
から、2022 年に農地の制度改革がありますので、
そこでまた、守っていく農地とある程度運用して
いく農地とを整理する必要が出てきます。例えば
東京で農地を持っていると相続税が高く、保有す
る資産の 50％が税金となりますので、非常に大
きい負担です。また家族での遺産分割協議なども
ありますので、全ての農地を残していくという
のは非常に難しいことです。そのような中での、
2022 年度の制度改革です。守っていく農地とあ
る程度運用していく農地とに整理をして色分け
する等考えなくてはいけません。実は、後ほど発
表いただくロンドンのフルヨン先生に、私の農地
を新たな視点でデザインしていただきました。

どのようになっているかとても楽しみにして
います。ご静聴ありがとうございました。

【市街化区域内農地面積】各年1月1日現在課税上農地として評価されている面積
【生産緑地地区面積】各年の都市計画の公示に基づく数値 【宅地化農地】市街化区域内農地面積－生産緑地地区面積

区内農地面積の推移

練馬区は52.3％の減
区内（11区平均）は60.8％の減

練馬区内にはＪＡ直売所４件・
１００箇所を越える農家の直売所があります

白石農園周辺の農地分布

練馬区環境まちづくり公社みどりのまちづく
りセンターという中間支援組織で働いている山
口と申します。農業者の皆さんや住民、企業、
まちづくり団体、行政の連携による都市の農を
活かしたまちづくりを目指しています。今日は、
都市農業を考える上で不可欠な要素である土地
利用、地域支援、まちづくり活動という視点か
らお話をさせていただきます。

まず、「データで見る日本・東京・練馬の都市
農業」というテーマでお話をします。日本の都
市農業は、市街地の限られた空間で展開される
生産性の高い農業という特性を持っています。

国土についてですが、日本の国土は、山地が
約 75％、平地が約 25％を占めており、その中で
農地は約 14％です。非常に限られた場所で農業
が行われています。さらには、都市農業は全国
の農地面積の約２％、農業者戸数は約 11％、非
常に限られた空間で行われています。

図の赤い部分が、人口が非常に集中している地
域、人口集中地区という所になります。練馬は都
心から約 15㎞から 20㎞の辺りに位置しています。

東京における農地の分布ですが、オレンジ色が
農地になります。都心から 20㎞辺り、練馬のあ
たりから農地が出てきているのが見てとれます。

23 区における農地・農業の分布ですが、23 区
の農地の 40％が練馬区にあり、農業者の 30％を
練馬が占めているということで、23 区の中で非
常に重要な位置づけにあることがわかります。
世田谷区や杉並区など、23 区内にも農地がある
ことが分かりますが、23 区の中でも外周部に位

（中間支援組織）のメンバーとして

3

練馬の農家・住民・企業・
まちづくり団体・行政の連携
による「都市の農」を活かした
まちづくりに取組んでいます。

今日は、都市農業を考える上で
不可欠な要素である
●土地利用 Landuse
●地域資源 Resources
●まちづくり活動

Community Development
の視点からお話します。まちづくり活動団体「TEAM・ネリマメ」による収穫祭の様子

（2015年度まちづくり活動助成事業）

Nerima Green Machidukuri Center
Intermediate organization between Nerima City 
and Citizens

日本の中の都市農業・農地
農村

都 市

2,155,000戸

228,000戸

69,000ha 4,444,000ha

農
家
戸
数

農地面積

都市農業（市街化区域内農地）は
全国の農地面積の約２％

農家戸数は約11%
（都市農業の生産性の高さ
⇒白石さんの発表の通り）

注１：全国の数値は、
「農林業センサス」
（2015）による

注２：都市農業の数値
は、固定資産の価格等
の概要調書（2017）を
用いた推計による

（作成）みどりのまちづくりセンター
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9資料：国勢調査（2015年）

東京の人口
（人口集中地区）

Nerima

10km20km30km40km

Densely Inhabited District in Tokyo

10

練馬区

東京の農地

資料：国土地理院
（2016 国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ ）
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練馬区は
23 区内における
農地の 40.4 %
農家の 29.7 %
（2015年）

練
馬
区

（ha） （世帯）

農地面積：東京都主税局資産税部固定資産税課 （2016）
農 家 数：農林水産省 「2015年農林業センサス」
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Number of farm 
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Nerima City

分科会③
山口　忠志 / 練馬
公益財団法人練馬区環境まちづくり公社　主任
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このように、都市農地の保全に係る一連の法
の制定・改正が、2015 年以降、続けざまに起こっ
ている状況です。一番大きな変化は、2015 年に

「都市農業振興基本法」が定められて、2016 年に
「都市農業振興基本計画」が国で定められました。
それにより、都市農地は宅地化すべきものと言
われてきたところから、社会的な要請を受けて、
都市農地は都市にあるべきものへと大きな転換
が図られました。

それに伴い、実際に政策を進めていくために関
連する６つの法律が改正されました。当初30年間、
最初の約束に始まったものが、この 30 年間の残
り 10 年ごとに、この選択をもう一回判断できる
という「特定生産緑地」という制度もできました。

練馬区の調査によると、約 80％の人が、この
特定生産緑地として農業を続ける意向を示して
いるそうです。一旦は、2022 年に向けて一安心
したかなと私は思っています。この後、いくつ
か関連する法律が作られました。

話をまとめますと、都市農地は宅地化すべき

ものと言われていたものが、「都市農業振興基本
法」により、都市農地は都市にあるべきものと
いう考えに変わりました。これにより、2022 年
問題に対しては、「特定生産緑地」や、「生産緑
地法」の改正によって対処しました。多様な都
市農地の利用に向けての課題に対しては、「都市
農地の貸借円滑化法」で、都市農地の貸し借り
をしやすくする対策が取られました。そして農
的土地利用の保全・創造に向けてということで
は、田園住居地域という新しい土地利用のゾー
ニングが生まれました。

様々な流れの中で、「農の風景づくり」という
取組が始まっています。農地や屋敷林等がまと
まって残る地区で、その保全を図るために地域
のまちづくりと連携しながら、農の風景を保全・
育成するということを目的とした 2011 年に始
まった新しい制度です。

練馬区高松地区も、この農の風景育成地区に
指定されています。図の黄色の部分が農地です
が、地区内の約 18％を占めており、農地が減っ
てきている中では、まだまだ農地のまとまりが
見られる地域ということで指定されました。こ
の地域の中には２つの屋敷林が指定され、他に
も農の学校や（仮称）農の風景公園が整備され
る予定になっているなど身近で農に親しめる拠
点が、この高松地区で生まれつつあります。

都市農地の保全に係る一連の法の制定・改正
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都市農地を活かすための
新たなまちづくりルール②
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【特定生産緑地】
生産緑地 30 年

Specific Productive Green Land

練馬区の調査では約80％が特定生産緑地
として農業を継続する意向を示している。
（農地所有者意向調査：練馬区：2018）

2015 2016 2019 2020 2021 20222017 2018

生産緑地 30 年

特定生産緑地 10 年

80% of farmers have the willingness 
to continue farming by designating 
their farmlands as “Specific 
Productive Green Land” after 2022

（１）2022年問題への緊急対処
●特定生産緑地

●生産緑地法（改正）

（２）多様な都市農地の利用
●都市農地の貸借円滑化法

（３）農的土地利用の保全・創造
●田園住居地域
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化
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も
の

都市農業振興
基本法
都市農地は
都市にあるべ
きもの

都市農地に関連する法制度の大転換（まとめ）

Specific Productive Green Land

Revision of Productive Green Land Act in 2017

New law for leasing urban farmlands

New zoning code: Garden Residential Zone 

農の風景育成地区
制度について
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「農の風景育成地区制度」
（東京都：2011）

▼
農地や屋敷林等がまとまっ
残る地区でその保全を図る
ために地域のまちづくりと
連携しながら農のある風景
を保全、育成することを目
的に創設された。（イラスト作成）みどりのまちづくりセンター

Conservation System of Agricultural 
Landscapes in Urbanization Areas 
of Tokyo
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高松一・二・三丁目
農の風景育成地区
(2015年６月１日指定)

置しており、都心に行けば行くほど農地が無く
なっていくというのがわかります。

これは、練馬区の農地の分布ですが、練馬区
だけをクローズアップすると、まだこんなに農
地があるのかというのが非常によくわかります。

1955 年以降、どれだけ農地が減っていったか
を表した図です。1955 年を 100 とした場合に、
2015 年時点には、その頃に比べて９％程しか練
馬区に農地は残っていません。オレンジのグラ
フが東京都ですが、東京都よりも練馬区は減少
が著しいというのが見てとれます。

歴史の中で、復興や人口増加、それに伴う宅
地需要に応える住宅開発が進み、練馬区の土地
利用も大きな変化を求められるようになりまし
た。その中でも練馬区の農業者は、地域の暮ら
しと共に生きてきたということが、今の農業が
残っているという大きな要因だと思います。

次に、「日本の都市計画と都市農業」というテー

マで話をさせていただきたいと思います。これ
が日本の土地利用規制の概念図です。私たちが
今日議論している「都市農業」というのは、大
きく言うと「都市計画区域の中の市街化区域の
中で行われている農業」ということになります。
市街化を進めていく地域の中の農地については、
生産緑地か宅地化農地に分けられています。

この２つの大きな違いは税制の部分です。生産
緑地だと 10 エーカー（約４ha）あたり数千円と
いう税で済むところが、宅地化農地になると、10
エーカーあたり数十万円かかるという形になり
ます。この間の税金の差は約 100 倍あり、差が非
常に大きいということが制度の特徴になります。

生産緑地にするには、「30 年間農業を続けます」
という約束をするということで当初始まりまし
た。そのため、生産緑地はほとんど減っていま
せんが宅地化農地にしたものは、どんどん減少
しています。そして、最初に約束をした 1992 年
から、もうすぐ 30 年を迎えるところにきていま
す。それが「2022 年問題」と言われるものです。
2022 年になると、最初の約束が開始した 1992 年
から 30 年経ちますので、「もう一回、生産緑地
として農業を続けますか、それとも農業を辞め
ますか」というのを選択する年になります。そ
の中で、多くの農地が宅地化されることがこれ
まで懸念されてきました。しかし、2022 年に向
けて、都市農地に関わる政策・制度に大きな変
化が、今見え始めています。

12

【資料】練馬区都市計画情報システム
（練馬区）

練馬の農地

生産緑地
宅地化農地

Distribution of farmland 
in Nerima City

Productive green land
Other farmland

12.55%

8.59%
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100%
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【資料】農業センサス

練馬区の農地率は、
減り続けている。

練馬区の農地率（耕地率）の推移
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練馬区

東京都

1955年（昭和30年）を100とした場合

（作成） みどりのまちづくりセンター

Tokyo

Nerima

Decline in 
Farmland Ratio

用途地域

日本の
土地利用
規制
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農地区分 課 税 税額の比較
（10ac）

市街化区域
内農地 生産緑地 農地課税 ●000円

（数千円）

宅地化農地 宅地並課税 ●00,000円
（数十万円）

（参考）農林水産省「固定資産税の負担調整措置」

用途地域

市街化区域

生産
緑地

宅地化
農地

100倍
Productive green land

Other farmland

Farmland
in
Urbanization
Promotion
Area

練馬区の農地面積の推移
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私が一緒にまちづくりをしている仲間たちは、
地元の農業者、まちづくりに取り組んでいる団
体、大学の皆さんや区役所の皆さんです。色々
な仲間が集まってまちづくりをしているという
ことが、高松地区の面白さにも繋がっていると
思いますし、今後展開していくにあたっても、
色々な人たちがいるということが、非常に重要
だと思います。そして、これまでの農業者によ
る多様な取組が、都市住民に新たな価値観を生
み出してきているのだと思います。

特に練馬区は住宅都市になっているので、住
宅にあるみどりが、非常に重要な位置付けになっ
ています。20％程度区内に農地があることから
農地も身近なみどりとしても機能しているとい
うことが評価されています。

そしてマンションの近くで、農園を借りて仲
間達と土に親しみ新鮮な野菜を身近で手にいれ
ることができ、イベントを通じて農業者と地域
住民が一緒に楽しむ機会を創出することができ

ます。農業をきっかけとして多くの人と知り合
い、楽しめることがとても重要ですが、大前提
としてこのような伝統的な屋敷林や農地はセッ
トになって練馬区で体験できる空間がきちんと
残り続けることが大切なのです。

前半でお話したような、都市農業を活かす制
度や政策が、今どんどん変わってきています。
そして後半でお話した、まちづくり活動も、練
馬区では活発に行われています。こういった両
方の特性を活かして、都市農業と農地を大切に
していこうという取組が練馬で始まっています。

地域の農家・まちづくり団体が
農の風景を育成中高松まちづくり会議

42

高松
まちづくり
会議

まちづくり団体
（演劇）

農業者

まちづくり団体
（園芸療法）

森の育成・
管理団体

中間支援組織

研究機関

生活訓練事業
まちづくり団体
（食）

行政

大学

Stakeholders of Takamatsu planning committee 

44みどりのまちづくりセンターまちづくり情報誌
「こもれび」61号（ 2017年2月1日発行）

平成23年度
みどりの実態調査
より（練馬区）

みどりとしても重要な都市農地
まちを散策していて、

みどりがあるとホッとするね

みどりの多さが感じられる
まちはいいですね！

Privately owned green space

Public green space
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都市農業振興基本法
（都市農地はあるべきものへ）

2022年問題への対処
●特定生産緑地 ●生産緑地法改正

多様な都市農地の利用
●都市農地の貸借円滑化法
農的土地利用の保全・創造

●田園住居地域
55

練馬の
都市農業・都市農地
を活かした
まちづくり
農家・住民・企業
まちづくり団体・行政
の連携によって
都市の農を活かす

まちづくり活動都市農業を
活かすしくみ

皆さんこんにちは、私はビル・ロサッソと申
します。ニューヨーク市公園局のグリーンサ
ム部でニューヨークのコミュニティ農園事業を
行っています。

私の発表では、ニューヨークにおける都市農
業の概要や、都市農業への様々な政策規制、そ
して単に食料生産だけではなくコミュニティ農
園がもたらす様々な優れた効果について、お話
したいと思います。

ご存知のとおり、ニューヨークは、850 万人の
人口を抱えるアメリカ最大級の都市です。2050
〜 2060 年にはさらに 100 万人もの人口増加があ
ると見込まれています。そのため空いている土
地がほとんど無く、さらには住宅危機ももたら
されている状況ですので、団地や住宅の問題も
よく問題になっています。

ニューヨークにおける農業の歴史について少
しお話します。250 年前は市全体に農地が広がっ
ており、マンハッタンも農地でした。1800 年代
になっても、農地としての機能が残っていまし
たが、空き地は宅地化されていき、経済的理由
から自分で食料栽培をする動きが出てきました。

この地図は、ニューヨークの都市農業が行わ
れている位置や場所を表していますが、市の公
式データにはありませんでしたので、独自に調査
し、私自身でできるだけ現況を反映させました。

現在運営されている農園は 2,000 か所ありま
す。実際はもう少し多いと思います。耕作面積
は大体全部で 121ha、170 強のファーマーズマー
ケットが市民に食を届けています。さらに興味
深いことは、都市農業を行っている 95％の農地
が、ニューヨーク市の公有地であることです。

ニューヨーク市における
都市農業の促進および支援

世界都市農業サミット
東京都練馬区
2019年11月30日

ビル・ロサッソ
ニューヨーク市公園局グリーンサム部長

1800年代後半

1930年代

1760年代

New York City’s Agricultural History

ニューヨーク市内の農業

グリーンサムのコミュニティ農園
や農場が 583

NYCHA住民による農園が 595

学校農園が 780

その他の農業用地が 94
_______________________ 

農業用地は全部で（推定）
2,052 

(推定) 300 エーカー (121 ヘク
タール) 

170強のファーマーズマーケット

ニューヨーク市内の農業

分科会③
ビル・ロサッソ / ニューヨーク
ニューヨーク市　公園局グリーンサム部長
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ニューヨークの都市農業を始めるにあたって
は、実に様々な理由や運用実体があります。行
政が行うこともありますし、商業的に企業が行
うこともあれば、非営利団体が実施している場
合もあります。理由は食料生産のこともあれば、
良好な景観のため、子どもたちへの教育であっ
たり、もちろん利潤が目的であったりと様々で
す。こうした様々な利用価値がありますが、い
くつかを簡単にご紹介したいと思います。

私はコミュニティ農園事業を行っていると申
し上げましたが、600 農園・農場を 20,000 人の
市民ボランティアが支え運営してくれています。
全ての農園が食料生産だけを目的にしているわ
けではありませんが、大抵はそれを第一にして
います。

この写真は、その典型的なニューヨークのコ
ミュニティ農園です。比較的大きな規模で行っ
ている、コミュニティ農園と呼べるものもあり
ます。ボランティアが管理し、育てた食料は
ファーマーズマーケットやレストラン、地域に
販売されています。こういった地域は、健康的
な食料を手に入れることが難しい地域です。

食料栽培農園として典型的なコミュニティ農
園をもう１つご紹介します。行政の土地ですが、
ガーデナーは収穫した野菜を販売することがで
きます。しかし、その収益を農園に再投資する
場合に限ります。

ニューヨークのコミュニティ農園は、周りの
環境と共にどのように成り立っているのでしょ
うか。農園の典型例をご紹介します。

これは規模が比較的大きな２つの農園です。
大きい方の農園は、住宅密集地域にあり、内部

ニューヨーク市の農業

グリーンサムのコミュニティ農園

Title of Presentation Goes Here 7

グリーンサムのコミュニティ農園

コミュニティ農園や農場

中規模の農園 (0.25 ha)

面積が 0.25ha あります。私も以前住んでいて農
園メンバーの１人でした。

この農園は２ha あり、300 世帯が食料栽培を
しています。ボランティアにより運営されてお
り、これにより給料を得るようなことは認めら
れていません。

市内にはおよそ 800 もの学校農園があり、学校
の半分が農園を持っていることになります。不健
康な食料が行き渡ってしまっている地域もあり
ますので、児童たちに食育を実施しています。

ニューヨークは土地が限られていますので、学
校農園は色々な場所を探して作られています。運
動場や時には屋上や公園にも作ったりしています。

屋上農園は、今や市内でどんどん人気になっ
ています。起業家が利潤追求のために行ってい
る場合も多いです。この写真はニューヨーク最
大の屋上農園です。３エーカー（約 1.2ha）程あり、
CSA や市内のあちこちにあるファーマーズマー
ケットの直売所で食料を販売しています。

もう１つの屋上農園をご紹介します。ここで

大規模なグリーンサムのコミュニティ農園 (2 ha) 

学校農園

学校農園

屋上農園

屋上農園
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は、大規模な水耕栽培が行われています。野菜
を育てて梱包され、市内の小売店に販売してい
ます。私も個人的に利用しています。

フード・バンクに食料を提供して、食料を十
分に得られない人々に食料を届けるというケー
スもあります。

さらにニューヨークにおける別の食料生産の
例では、就労支援を目的としています。公共住
宅事業の取組として、公営住宅において、若年
層にお金を払って農地を管理してもらい、連邦
政府の支援を受けて食料を栽培します。収穫物
は寄付されますが、ボランティアで農園の作業
をするとその代償に作物を無償で受け取ること
ができます。

近隣住民もまた、それぞれの農園の区画で、
自分が食する野菜を栽培できます。

施設内農業も、最近人気で増加傾向にありま
す。人工の光や科学技術を利用しますが、施設
内農業もまたスペース確保の問題があり工夫が
なされています。この写真では、古い船舶の貨
物コンテナを利用し、その中で人工的な特別な
電球を設置しています。非常に限られた周波数
の電球で特殊な光を使います。これらは商業用
のベンチャー農業が運営しています。

労働力の開拓と健康的な食へのアクセス（ヘルシー・フード・アクセス）

労働力の開拓と健康的な食へのアクセス（ヘルシー・フード・アクセス）

公立住宅団地の住民用農園

Indoor Farming 
& Technology

施設内農業と農業科学技術

右上の写真がそのコンテナです。10 台程あり
ますが、この中で野菜が栽培されています。商
業用ベンチャー農業は市内中に広まっています
が、食料生産に費用がかさむため、販売する作
物も高額となります。結果的に、この類の農業
の収穫物は市内で本当に食料を必要としている
人たちには手が届かないものとなっています。
なお、農業に関心を持った人が足を運んだり、
関心を持ってもらえるように、市内の様々な研
究機関や博物館等でも農園を運営しています。

ニューヨークではゾーニングと呼ばれる土地
規制が行われており、市民は誰がどこで何がで
きるのかといったことが管理されています。基
本的な区域として、住宅・工業・商業の３つに
区分されていますが、農業専用の区域は定めら
れていません。実のところ、農業はニューヨー
ク市のどこであっても、99.9％確実にすることが
でき、大変許容的なものとなっています。

しかし、このことは、都市農業の計画がない
という問題が生まれます。そのため、農業に対
して許容的でどこでも農業ができる一方で、そ
れを発展させるための計画がないということで
もあります。

また、ニューヨークでは組織制度というのも
非常に発達しており、それに伴い、様々な制度
や規則があります。建築基準法、消防規則、環
境基準等色々な規則があり、農業の取組を行う
のも簡単ではなく、実施にあたっては様々な規
則を理解しなければなりません。

そのような中でも１つ良いことがあります。
それは、農業用地として特定のゾーンが定めら
れていないので、区域のことを気にせず実施で
きるということです。私の部署では住宅局と連
携し、密集的な団地建設にあたって、共同して
４つもの農園を設置することができました。来
年早々には、低価格な住宅 30％を含む団地が完
成します。多目的なこともできるのは１つのメ
リットであり、これは大変楽しみな企画です。

施設内農業と農業科学技術

ニューヨーク市で区画された土
地のうち 99.9% は農業認可

ニューヨーク市における土地利用

• NYC Building Codes:  Outdoor structures, rooftops, indoor 
uses, events, solar  

• NYC Fire Codes: Indoor uses, artificial lighting 

• NYC Health Codes: Bees, chickens, soil health, rodents 

• NYC Financial Requirements: Sales, permitting, 
concessions 

• NYC Environmental Protection: Hydrant access

• NYC Sanitation: Composting 

• NYC Parks Department Rules: Sales, public access, 

• New York State Regulations:  Agriculture & Markets, Health, 
Environmental Conservation, Taxation & Finance 

• 建築基準
• 健康に関する規定
• 財政規則

• 消防規則
• 環境基準
• 衛生に関する規則

• 公園の規則

• ニューヨーク州の
規則
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創造的な土地利用への決断
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しかし、農業でゾーニングがないことの課題
としては、「影」を考慮に入れていないことです。
ニューヨークでは高層ビルがたくさんあります
ので、どうしても農園では影の影響を受けてし
まいます。影ができると日光が届かないため、
食料生産に影響が出てしまうのです。そのため
私は、この問題に対処するために、なんらかの
検討をし、都市農業の政策や規則に適応させて
いく必要があると思っています。

様々な規則が非常に多く、担当する局ごとに
分かれていることが多いため、情報を１か所に
集約させることを試みています。それぞれの機
関に問い合わせをしなくても、１か所で済むよ
うにするため、都市農業ウェブサイトを作りま
した。どこで何ができるのか、どのような許可
が必要なのか、支援が受けられるのか、といっ
た情報を市民が一元的に取り入れられるように
するウェブサイトです。

農業を支援する政策はたくさんあります。市
の戦略計画では、もっと農地を開拓する必要が
あると記載されておりますが、それを高い優先
順位で進めるといった包括的な計画というもの
がありません。

しかし、市議会では提案していることがあり
ます。健康的な食の推進に焦点を当てて、市に
対して様々な規制や規則を合理化し、優先順位
を付けて計画を立てることを求めた議員がいま
した。また、行政への助言機関として諮問機関
も創設し、市民や研究者や農業者で構成しまし
た。これにより、行政の外で市民が何に本当に
困っているのか、課題は何であるのかを把握で
きるようにしています。この提案については今
議論されているところで、市の条例になるかど
うかはまだ分かりません。

Coexisting with Continued Development

www.nyc.gov/agriculture

都市農業について

ニューヨーク市のどこで農園作りや農業が認められているか？

農業を支援する政策や取組

都市農業計画
(案)

都市農業の事務所
(案)

• 長期計画
• 諮問機関
• 都市農業の促進
• 計画立案と実施
• 調査の実施

• 優先順位付け
• 耕作可能な土地の確認
• 取り締まりの審査
• 健康的な食へのアクセス
• レジリエンスの促進

都市農業計画

私の発表の最終章として、コミュニティ農園
が構築しているネットワークについて触れたい
と思います。コミュニティ農園では年間約 60 万
ポンド（27 万 kg 以上相当）の食料が生産され
ています。ただ、ニューヨークにとって重要な
コミュニティ農園というスペースでは、食料生
産以上の便益が非常に多くもたらされています。
環境面にもそういった便益はもたらされ、雨水
を貯水し、コンポストを設置してこれ以上市内
にごみを出さないようにしています。景観の面
でも、花を植えて地域を彩り、市を美しくさせ
ており、人口が密集している地域ではこういっ
たことが潤いとなっています。また、こういっ
たスペースは地域の人々が集まる場ともなって
いて、イベントを開催して様々な課題を皆で議
論しています。

こういったコミュニティ農園がどのように始
まったかについてお話したいと思います。これ
は 1970 年代のニューヨーク市がどんなもので
あったかを示す写真です。財政危機により、建
物など様々なものが放棄され、市にはリソース

（資金）がありませんでした。

そのため、地域の人々が団結して空き地を整
備し、自分たちで農園を作っていくようになり
ました。そして私たちの機関が、その農園のボ
ランティアの方々に、農業の道具や技術等を提
供するようになって、グリーンサムという今の
私の組織ができる起源となりました。

グリーンサム事業の流れとしては、地域の方々
が空き地を見付けたら、そこで何が必要である
か等の要件を知ることができるように、行政が
その方々に対して研修を行います。その後、使
用許可を与え、協定に同意いただいたら、私た
ち行政は一歩下がって支援する形を取ります。
その後は、その地域の人々に協定に従ってどの
ように利用するか等を決めてもらった上で、活
動してもらいます。

グリーンサムのコミュニティ農園: 食料生産以上の便益 市民活動と近隣地域の再生

グリーンサムのコミュニティ農園における分散型管理モデル
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そしてここが地域の人々が集い協力し合うコ
ミュニティ農園です。ニューヨークにおいて、た
くさんの地域の人々が、様々な方々と出会う場と
なっています。私自身も妻と出会いましたので、
コミュニティ農園が人と人とを繋ぐ効果がある
ことを力説できます。ただもしかしたら妻は少し
違う考えを抱いているかもしれません。（笑）

単なる食料生産を超えて、本当にパワフルな
交流の場としての農園が、市内の地域に 600 か
所もあります。人々が集い、社会的に強い絆を
育んだり、文化的・芸術的な影響を与えるよう
な催しを開催したり、子どもへの食育や健康的
な食について研修を行ったりする場となってい
ます。ガーデナーや農業者により、年間 10,000
もの催しが行われていますが、行政が関わり何
かを提供するということはしておらず、自主的
に取り組まれています。

移民にとっても、コミュニティ農園は重要な
存在です。多くの移民がコミュニティ農園事業
に参加していますが、それには２つの理由が挙
げられます。１つは、スーパーでは買えないよ
うな自分の故郷の作物を育てて食べること、も
う１つは、こういった農園での作業を通じて近
隣住民と知り合いになることです。

コミュニティ農園では、人々と共有する場で
あるオープンスペースを公開するよう求められ
ています。公有地であることから、週に少なく
とも 20 時間公開し、会員でなくても関心のある
人であれば受け入れる必要があります。サンド
イッチを持ってピクニックもできます。

33Title of Presentation Goes Here

コミュニティ農園による地域づくり

コミュニティ農園による地域づくり
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世界中の食料を、ここニューヨーク市で育てる

グリーンサム農園や農場は
ボランティアにより管理された公共緑地

• 週に20時間公開
• 新会員は必ず受け入れること
• 無料のイベントを主催すること

• 土地のデザインや利用については会
員が決める

オープンスペースを最大限に活かす

この地図において、緑の箇所は、そういった
スペースが徒歩 10 分圏内にある地域を指してい
ます。黄色の箇所は、そういったオープンスペー
スを新しく創出する農園のあることを表してい
ます。公園が近くになくとも、コミュニティ農
園ができることによってアクセスが増えること
になります。

コミュニティ農園がどのように役立っている
かを実証するような事例が１つあります。この
長く淵に沿った公園は、洪水対策として崇上げの
ため、しばらくの間閉鎖をすることになりまし
た。この公園は 60 エーカー（約 24ha）あります
が、閉鎖中に、他のコミュニティ農園のオープン
スペースとして活用されるということがありま
した。付近にある 50 か所ものコミュニティ農園
にとってのオープンな拠点となっており、地域の
人々が使うことができる場所となりました。

これは空き地だった土地から、地域の人々が
集うような、食料を栽培するような土地に変わっ
た、そのビッフォー・アフターを写真です。ま
た、線路わき等利用目的のなかったような場所
を、活用しているところもあります。

これは市内の全てのコミュニティ農園が掲載
されている現在の地図です。ほぼ 600 か所あ
り、ここ３年で 25 か所増えました。とりわけ興
味深いのは、完全に放置されていた土地が、地
域の人々の働きかけによって、先程私が写真で
お見せしたような農地に変わっていくことです。
ですので、この地図は、放置されていたような
土地が農園として生まれ変わることができた、
ニューヨークの所有地財産の歴史とも言えます。

Title of Presentation Goes Here 37

公共緑地の創出と保全

Title of Presentation Goes Here 38

空き地から活気あふれる土地へ

ニューヨーク市のグリーンサム農園と農場
• 583 コミュニティ農園や農場
• 100強エーカー (40 ha)
• 20,000 人のボランティア
• 600,000 ポンド (272,000kg) もの食料
• 30 の直売所
• 16 箇所のCSA   
• 70% の地域が果物や野菜の消費量が低い
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私の部署では現在、食料生産以上のたくさんの
便益をもたらす農園が、自分の住む付近にない地
域の地図を作っています。農園は環境を良好にさ
せ、地域の人々を１つに繋げますし、ひょっとし
たら未来の奥さんにも出会えるかもしれません。

私の発表は以上になります。どうもありがとう
ございました。

徒歩圏内に農園
10分の徒歩圏内で

優先事項

• オープンスペースへのアク
セス

• 食料不足
• 健康要因

• これまで十分にサービスを
受けてこなかった地域かど
うか

皆さんこんにちは。今回は皆さんに、ロンドン
についていくつかお話をしまして、さらに白石農
園に関するアイデアをご提供したいと思います。

まずは、都市農地・農園といった空間が、ど
のようにして都市の中でグリーン・ネットワー
ク化するのかについて考えていきたいと思いま
す。道路のネットワークが統合されたように、
農地・農園も新しいインフラの一部としてネッ
トワーク化が可能です。

本日は３つのテーマについて触れていきます。
１つ目は、ロンドンが今どんな状況で何が起こっ
ているのかについて、２つ目は、ロンドンの近
くにある街においてある計画により都市農園の
導入が図られていることについて、３つ目に、
ネットワークをデザイン化する例として白石農
園についてお話したいと思います。

こちらがロンドンの地図です。約 800 万人も
の人口を抱え、他のまちよりも小さいですが密
度が高く、直径 30km 圏内に沢山のビルが建設
されています。まちの外周直径 100km の所には、
合法的に保全されるべき地区であるグリーンベ
ルトが広がっています。グリーンベルトは 1938

年頃に設定され、ロンドンに関する法的な文書
である「ロンドン計画」によると、グリーンベ
ルトは緑地として維持すべきものと記されてい
ます。農地や余暇としてのエリアも含まれてお
りますが、農業やグリーンベルトとロンドンの
間には、あまり関係性がありません。農地といっ
た意味では、強いつながりがない状況です。

こちらがロンドンのグリーンベルトを示した
図です。ここにある点というのは、実際にグリー
ンベルトの支援を行っている団体が考えた、グ
リーンベルトの危機が起きている場所です。本
当にグリーンベルトは維持するべきなのか、開
発すべきなのではないか、という議論が多く起
こっています。最近になって、グリーンベルト
は緑ある土地として維持されるべきものと決
まったのですが、農業に重点が置かれたわけで
はありません。ロンドンでは今、市の中心部の
農業活動に焦点が当てられているのです。多く
の人たちが、もっとたくさんの農地をグリーン
ベルトに置いて、ロンドン市内に食料提供すべ
きと考えていますが、実際はそうではありませ
ん。将来的にはそうあってほしいとは考えられ
ています。

Continuous Productive Urban Landscapes (CPULs) and the CPUL City.
「連続する生産的都市景観」(CPULs)および「連続する生産的都市景観のある」都市

Urban Agriculture Belts, Networks & Sites in London & Nerima City 
都市農業ベルト、ロンドンと練馬のネットワークとその場所

Breakout Session 3: 
Strategies and Policies for cities in coexistence with urban agriculture

Urban Agriculture World Summit 2019 – Nerima City Tokyo 
分科会３：都市に農を埋め込む戦略と政策
世界都市農業サミット2019 －東京都練馬区

Saturday 30th November 2019
2019年11月30日土曜日

Prof Andre Viljoen 
University of Brighton and Bohn & Viljoen Architects

アンドレ・フルヨン教授
ブライトン大学およびボーン＆フルヨン建築事務所

政策
グリーンベルト法 (1938年)
国土政策計画
国土政策計画の枠組み (2019年)
ロンドン計画 (2016年と2020年)

Image: European Space Agency website November 2019

グリーンベルト外周直径約100km

大体ここからがグリーンベルト

直径30km圏内

Image: https://londongreenbeltcouncil.org.uk/maps/ November 2019

ロンドンのグリーンベルトは今
“衰退の危機” にさらされている。
2019年のロンドン・グリーンベルト
審議会より

分科会③
アンドレ・フルヨン / ロンドン
ブライトン大学　建築学専攻　教授
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ロンドン中心部です。「ロンドン計画」には農
業は政策上支援すべきと規定しています。最近
ロンドンで活発な活動に「キャピタル・グロウ
ス事業」があります。この事業は、地元市民の
コミュニティによる食料栽培を促進するもので
す。ロンドンのちょっとした小さな空間を使っ
て食料栽培をしており、支援も受けられる事業
です。土地を所有する必要はなく、拒否する者
がいなければ食料を育てることができます。こ
の取組によって、ロンドン・オリンピックのあっ
た 2012 年までに、なんと 2,000 以上のコミュニ
ティ農園が創出されています。生産的というよ
りは、どちらかというと社会的な活動として位
置付けられますが、市内でとても重要な活動と
なっています。

ロンドン市街地の緑地に関して「グリーン・
グリッド」という提案がありますが、これは興
味深いものです。まちなかにある緑地は連携す
べきという考えであって、私たちが、都市農業
は緑のネットワークと一体化させることができ
るという CPULs という概念を構築している時に
発表されたため、大変興味を抱きました。

これはロンドンの緑地の地図ですが、市内に
「グリーン・グリッド」を作ろうというものです。
法的に緑地を繋げるべきとの規定はないものの、
市の支援があり手引きの提供もあります。この
ようなネットワークを作ることができるのであ
れば、事業について市当局は前向きに受け入れ
てくれるものとなっています。ただ、これは自

主的な活動であり、実現は非常に難しいです。
日本と同様、ロンドンではほとんどの土地が個
人所有であり、それ程まちなかに空き地がある
わけではありません。そのため人を説得できる
かどうかにかかってくるのです。また、大変興
味深い動きもあります。生物多様性に関心が向
かっており、農業がとても重要であるという認
識もあります。

この地図中の緑の部分は、食料を生産してい
る地域です。たくさんありますが、面積として
は小規模です。どうすればこうした緑地を拡大
することができるのか、という点について色々
な考えがあります。食料生産にあたって、商業
的にすることで役立つのではないか、あるいは
商業的にしてしまうと土地が高くなり農業者が
まちの外に出てしまうことになるのではないか
といった考えもあり、複雑多岐に渡ります。「グ
リーン・グリッド」の中には様々な良い政策が
ありますが、ロンドンには、練馬ほど生産的な
土地があるわけではありません。右側の図は、
同僚のカトリン・ボーン氏と共に、どのように
すればこうした緑地を繋げられるのかを考えた
内容です。

こちらもまた別の図ですが、私たちがロンド
ンで手掛ける都市デザインの事業で、農地を組
み込ませて、繋げていこうと思っています。存
在する空間を慎重に対応すれば可能なのではな
いかと思っていますが、そういった土地は、農

ロンドンのコミュニティ農園の場所と
ボランティアを募集している農園が分かるサイト

2012年に、土地計画の補足的な手引きが発表された。グリーン・インフラと開かれた環境のための
「ロンドン・グリーン・グリッド」である。 2016年と2020年の「ロンドン計画」に付随するものである。

直径30km圏内

グリーンベルトの範囲

2012年に、土地計画の補足的な手引きが発表された。グリーン・インフラと開かれた環境のための
「ロンドン・グリーン・グリッド」である。 2016年と2020年の「ロンドン計画」に付随するものである。

直径30km圏内

図11:生産的景観

市民農園やコミュニティ農園
園芸や果樹園
耕作農業
畜産農業
広葉樹林
森林地帯
キャピタル・グロウスの農園

Growing a CPUL City

London

image: London CPUL – Bohn&Viljoen – 2008

成長するCPUL都市

業のみに有用なのではなく、多機能的である必
要があります。白石農園に関しても、どうすれ
ばそういった多機能化を図ることができるかと
いった点から、後程触れたいと思います。

ここにありますのが、連続的な生産景観をど
う作ることができるのかを示しているものです。
例えば道路があってそれに沿ってスペースや農
地がありますが、それによって生物多様性が確
保されたりネットワークが形成されたりします。

興味深いことが起きています。ロンドンの南
部にブライトンというまちがあります。ロンド
ンと練馬の大きな違いとは、ロンドンのまちな
かにはそれ程大きな農地がないことなので、ど
うすれば都市に農地を取り込み、農地の喪失を
止めることができるのかを考える必要がありま
す。そのような中ブライトンでは、「PAN（プラ
ンニング・アドバイザリー・ノート）」という計
画指針を作りました。この文書は、土地開発者
に対する法的拘束力はありませんが、農地を開
発地区に入れる場合は、好意的な待遇を受ける
ことができます。事例も盛り込まれており、実
務的にはかなり成功しています。多くの住宅開
発事業が行われており、その中に農地が含まれ
ています。

上の２枚の写真をご覧いただきますと、誰か
が食料を栽培できるようなスペースのように見
えますが、それ程生産性は高くはありません。
政策に実現力をもたらすにはさらなる調整が必
要で、そうすれば構造的にうまくスペースを管
理できます。先程の発表者の発言にもありまし
たように、舞台のようなセッティングが必要な
のです。このようなものは自発的に作られませ
んので、誰かに管理してもらう必要があります。
単純に食料を育てるエリアを設けるだけでは、
食料生産というのは起こらないのです。

一方で、これはベルリンで私たちが手掛けた
取組です。コミュニティ農園ですが、しっかり
と管理され食料生産が行われ、皆が歩くことの
できる道も設けられています。このアイデアを
ベースに、白石さんの農園の一部について見て
みます。

こちらは白石さんが持つ別の農地ですが、緑
地のネットワークが形成されているのが見て取
れると思います。人が歩くスペースをうまく作
ることができるのではないかと考えています。
それによって、農地との共存が可能になります。

[C] はオープン・スペースを繋げる :
都市内部にあるオープンな土地区画や都市内
部の土地が新たなインフラと繋がり、都市内
部の土地が地方の土地と繋がる。

[P] はオープン・スペースを利用する :
都市農業を、環境的にも、経済的にも、社会
的にも生産的なものとすることによって。

[U] は「内部で」起こっている :
グリーンベルトは緑豊かなままであり、未開
発地域も緑にあふれ、 (環境汚染などの理由
で)利用されなくなった用地にも緑が増えてく。

[L] は景観である :
地方も都市も、空間的かつ視覚的にも良質な
景観である。

Continuous（連続する）
Productive（生産的）
Urban（都市）
Landscape （景観）[CPUL]

image: The CPUL concept – Bohn&Viljoen – 2002

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
ブライトン・アンド・ホヴのカイ・ペニー氏の写真は、PAN 06の成果であり、個々の区画が広い空間や社会的ネットワークに統合されることに考慮の上

ボーン＆フルヨンのデザインと比較した。

2019年のブライトン・アンド・ホヴ

左側:ゲーム/フィールドマルザーン-ベル
リン

-TUベルリンの「都市と栄養」の会長ケイ
-ボーン (2009年/2012年)

–写真はボーン＆フルヨンによる(2012
年)

右側: 「都市農業の取組 –ミドルズブラ–」
ボーン＆フルヨン建築事務所

(コンサルタント) (2006年2007年)
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これが農地の現況です。両側に農地があり、
ブルーベリー農園もあります。あぜ道がありま
すが、作業用であり、今後しっかりと整備する
必要があります。2022 年までに実現できるよう、
色々なアイデアを共有させていただきました。

私が拝見した限りでは、やはり一番重要なの
は、この２つの道路だと思っています。シンプ
ルに描きましたが、２つの道路が真ん中で交差
するようになっています。

道路が交差することによってスペースができ
ます。この三角スペースを公共の場にすること
ができるのではないかと思っています。四角の
緑地を下に設けるよりは、人々が歩くことがで
きるような道路沿いに作った方が良いのではな
いかと思ったのです。道路を歩いて、この交差
する所に人が集まるような共同スペースを設け
るということです。

また、農地もありますので、なんらかの形で
道路と農地を分けることも必要かと思います。

ちょっとした壁やスペースを設けて、農業者さ
んではない方たちでも、座って農地の景観を楽
しんだり、話をしたり本を読んだり、子どもた
ちと遊んだりして楽しむことができるようなス
ペースを道路沿いに設けるのです。

そうすると、こんな形になると思います。住
宅は記しておらず考慮に入れておりませんので、
実際はスペースを移動する必要性が出てくるか
もしれません。また、例えば店舗や自動販売機
などを設けることもできるかもしれません。

最終的にはこのような農地が完成すると思い
ます。店舗や自動販売機も組み入れ、農業者が
機器を格納する場所も設けています。この一連
の場所が人々に使ってもらう空間です。日常的
に、道路を歩いたり、座ったり、子どもが遊ん
だりできます。また、テーブルを置いてアウト
ドアキッチンとするのはいかがでしょうか。農
地であり公共のスペースにもなるわけです。し
かし、練馬の皆さんが練馬の未来について、相
続税はどうなるのか等色々考えていらっしゃる
と思いますので、もしかしたら、私が提案した
以外にもやり方があるかもしれません。土地を
売るよりも、住民の人たちの生活の質を上げる
ようなやり方があるかもしれないし、生物多様
性にも貢献できるやり方もあるかもしれません。

私から提案させていただきましたが、皆さん
はどのようにお考えか感想を伺いたいと思って
おります。ご清聴ありがとうございました。

image: Bohn&Viljoen – 2019

image: Bohn&Viljoen – 2019

image: Bohn&Viljoen – 2019

image: Bohn&Viljoen – 2019

＜発表に対して＞
小泉座長

フルヨンさん、ありがとうございます。白石さ
んの農地のご提案に関して、何かご意見ありまし
たらお願いいたします。

白石氏
生産緑地を抱えている農業者にとって、2022

年問題という非常に重要な局面を迎えています。
私たちが取り組んでいる日本の区画整理は、淡
白に四角形で割り振るだけですが、アンドレ先
生と話し合いを行うことで、社会インフラのデ
ザインとして考えていく必要があるのではない
かと印象深く思いました。

小泉座長
ありがとうございます。農地の真ん中に、共同

スペース的な人と人とが集う場所があるという
のは、我々が区画整理をする中ではなかなか思
い付かない、素晴らしい発想だと思います。あ
りがとうございました。
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このような発表の機会をいただきまして心か
ら感謝申し上げます。ジャカルタからは水産農
業安全保障局長のダルジャムニが来る予定でし
たが、諸事情により、今回私が代わりに発表す
ることになりました。今日お話しすることによっ
て、ジャカルタの都市農業の様子を皆さんに理
解していただけたらと思います。また、今回の
世界都市農業サミットにおいて、私たちの話が
何らかの形となり、皆さんの都市においても農
業に関心を寄せていただけたら幸いです。

私は 2016 年からジャカルタで都市農業課長を
していますが、当時はまだ都市農業の条例のよ
うなものはありませんでした。私が都市農業を
担当するようになった後、ジャカルタにおける

「都市農業グランドデザイン」というものを策定
しました。

ジャカルタの状況として、現在、非常に人口
密度が高くなっていることに伴い、都市化の波
も増しています。実際に州内総生産に占める農
業の割合は、0.1％程度しかありません。しかし、
農業活動というのは、単に食料生産という側面
だけでなく、他にも多様な機能を備えています。
例えば緑地や保水性が増し酸素の供給量が増え
るといった環境面での役割以外にも、社会文化
的な役割も果たしています。ジャカルタの市民
が一緒に農業をすることにより交流を深め、知
り合い、つながりを持つという役割です。

農地のほとんどは私有地で、所有者が使用し
ていない場所で農業が行われていますが、年々
そういった未利用地は減ってきています。その
ために私たちが都市農業を振興するために取り
組んでいることは、どんな小さな空間であって
も空きスペースがあれば活用しています。例え
ば、集落のある小さな村の路地、建物の屋根な
ど、できるだけどんな些細な機会をとらえてで
も、市民に何かを栽培してもらうことを勧めて
います。現在、多くの地域で水耕栽培技術が用
いられています。

ジャカルタ特別州における
都市農業

発表者:
タウフィック ユリアント

ジャカルタ特別州
水産農業食料安全保障局

2019年

多面的役割
ジャカルタ特別州における農業活動は都市発展によって圧
迫され低下し続けており、現在、経済活動において（農業の）
占める割合は僅か0.1%となっている。
しかし食料生産という役割だけではなく、以下のような他の
役割を備えるように変化を遂げたことで、農業活動はまだ維
持されている。

•環境においての役割（緑の広場、吸水、酸素供給）
•文化的役割（社会文化）

ジャカルタにおける都市農業

農業形態

ジャカルタ特別州にある農地のほぼ全てが、土地の所有者
によってまだ建設が行われていない私有地を、住民が農業
に利用している。このような土地は、所有者による建設によ
って年々減少し続けている。

現在拡がっている農業の形態は、空きスペースを活用してい
るもので、路地・小道、壁、建物の屋根、建物、その他農業に
利用可能なあらゆる空間を利用した農業である。

水耕栽培の技術が用いられている。

ジャカルタにおける都市農業

分科会③
タウフィック・ユリアント / ジャカルタ
ジャカルタ首都特別州　水産農業食料安全保障局　農業部　都市農業課長

ジャカルタは非常に人口密度が高く、昼間の
人口は 1000 万人を超え、緑地は多くありません。
そのため、私たちは、大学や農業者の人たちと
一緒に、「都市農業グランドデザイン」を作り、
その中で、都市農業を行う対象となる空間とい
うのを７つ定めました。１つは「公営住宅」で
す。道路をつくるのに伴い集合住宅に住む人た
ちが増えていき、空き地や路地、庭があればそ
こで野菜等を栽培しています。2016 年以降、500
か所のガンヒジョウ（緑の路地）という栽培場
所を作っています。

さらに「子どもの遊び場」も対象となる空間で
す。子どもだけでなく主婦なども集まって交流す
ることができます。現在、200 か所以上あります。
「学校」も対象にしています。小学校、中学校、

高校大学の生徒に農業をしてもらいます。それ
から、企業などが所有している「ビル」です。
もちろん、州政府の庁舎も利用しています。

また、新しい試みとして、ジャカルタは海に
面していますので、そういった場所（シーランド）
も利用しようと 2016 年から取り組んでいます。

いくつかの取組事例を紹介します。２年前に
練馬区の皆さんがジャカルタを訪問されたとき、

狭い路地など視察をして一緒に収穫もしていた
だきましたが、このような活動を、州知事や州
知事の奥さんも一緒に活動に参加しています。
そして、この農産物は食べるだけでなく、加工
して飲み物や健康食品として利用しています。

都市農業を振興するためのもう１つの取組は、
無料で植物を市民に配布することです。申請す
る場合には、庁舎に直接来てもいいですし、オ
ンラインでも申し込むこともできます。

もう１つが情報システムです。カテゴリー別

都市農業用空間の対象地
ジャカルタ特別州7

公営住宅

空き地

庭・路地

学校

ビル

子どもの遊び場
（RPTRA）

シーランド
（海の土地）

アグリコラ・ジャカルタ
（Agricola Jakarta）

アグリコラはラテン語で農家と
いう意味をもつ。 アグリコラ・ジ
ャカルタは、ジャカルタ特別州で
農業活動を行っている同州の
市民のことである。

行われている都市農業は空き
スペースを活用したもので、水
耕栽培の技術を用いている。

路地、家の屋根、庭、壁、空地、
川岸など、利用可能なあらゆる
空間で農業が行われている。

無料の植物

ジャカルタ特別州の住民
登録証を持つ全住民には、
ジャカルタ特別州政府か
ら無料で2株の植物を入手
する権利がある。

緑化のために2株以上の
植物を必要とする場合、
市民団体（コミュニティ）、
NGO組織などはジャカル
タ特別州水産農業食料安
全保障局宛に植物の申請
書を提出することができる。

首都特別州農家情報システムは、ジャカルタ特別州の都市
農業実施者によって共同製作されたオンラインマッピングで
ある。

URL：

https://openstreetmap.id/dkpkp/

このオンラインマップの開発はまだ初期段階で、（都市型農
業）実施者がそれぞれの場所をマッピングし始めたばかりで
ある。

将来的にはこのオンラインマップが、ジャカルタ特別州内で
の都市型農業活動の拡がりを活動内容と場所の両方の面で
表示できるよう、期待されている。

首都特別州農家情報システム（SiPetaniDKI）

カテゴリー別

マッピング

議
事
録
・
分
科
会
③

タ
ウ
フ
ィ
ッ
ク
・
ユ
リ
ア
ン
ト

185 186



になっていて種苗園、観光農園、農業振興セン
ター、農業食料、農業技術研究所など全ての施
設が、このようにどこに存在するか示していま
す。これは最近構築したもので、50 名の農業者
と一緒にこのシステムの構築に参加してもらい
ました。

これまで私たちが、取り組んできた内容につ
いて皆さまにお伝えしました。ありがとうござ
いました。

今回は、ソウルにおける都市農業政策につい
て、皆さんにご紹介し共有できる場を提供して
いただき、ありがとうございます。私は、ソウ
ル特別市で都市農業課長を務めている、ソン・
インボンと申します。

ソウルの現状についてですが、東京都と同
様、ソウルは人口１千万人の都市です。公務員
は４万３千人おり、市民のために働いています。
行政区域は 25 区あります。

日本では農地保全について、生産緑地という
しっかりした制度をお持ちですが、ソウルでも、
グリーンベルトという開発を制限する区域を指
定し、ソウルの農地を保全しています。ここの
緑色の部分を見ますと、これは農地だけではな
く緑地にもなっています。

1970 年代にソウルでは、緑地を開発制限区域
に指定し、農地を保全しています。現在でも農
地保全を行っています。

ソウルにおける農産物の生産状況についてお
話します。昨日現場で直接視察させていただき
ましたが、ソウルの農業者と練馬の農業者は、
ほとんど同じような作物を栽培していることが
分かり驚きました。大都市ではほとんど、農地
が所得と関連していると言えますが、ソウルの
農業者は全国平均よりも所得が高くなっていま
す。大都市の農地での生産は、ソウル市民のた
めであると言えます。

また、昨日練馬の視察では水田は見当たりま
せんでしたが、ソウルでは稲作にかなり力を入
れています。ただ、野菜や花の栽培も盛んです。
果樹としては梨やブルーベリー等の栽培を行っ
ています。全般的にソウルの農地は、市の外周
部に存在しています。都心部に農地は１つもあ

都市農業で幸せになる市民

ソウル特別市開発制限区域指定・解除

2018年1971～’73年
↓17.7 / 20回

ソウル特別市の現況

ソウル特別市の現況

開発制限区域制度の比較

ソウル特別市の一般的農業

農産物生産地主要農産物の生産面積、生産量、生産世帯数

ソウル特別市の現況

分科会③
ソン・インボン / ソウル
ソウル特別市　経済政策室　都市農業課長
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りませんので、この点がソウルと練馬の違いだ
と思います。

ソウルの都市農業は、２つに分けることがで
きます。１つは、先程も触れましたが所得を上
げるため、つまり利潤追求の農業があります。
もう１つは、人口１千万人のソウルにおいて、
農業の価値や重要性を市民に広げる農業、が挙
げられます。この２つの農業をソウルは進めて
いると言えます。

なぜこの２つが必要なのでしょうか。都市が
産業化すると殺伐とした都市になってしまいま
す。そのような中で、どのようにしてコミュニ
ティを構築し、農業の重要性や価値を市民に理
解してもらえるのかという課題が出てきます。
こうしたことに加えて、生物多様性や土壌の保
全、共同体、福祉といった価値の全てを、１つ
にまとめて市民に伝える力を持っているのが農
業なのです。ですからソウルは、２つの軸を持っ
て政策を進めています。

ソウルの新しい市長は、ニューヨークやロン
ドンなどの都市の様々な農業形態を視察しまし
た。その上で、ソウルを世界的な都市農業都市
にしようというキャッチフレーズのもと、２つ
の軸で都市農業を進めてきました。そして都市
農業には、社会的機能、経済的機能、環境的機能、
教育的機能といった機能を備えています。都市
農業は選択肢の１つなのではなく、市民全体に
とって必須のものであると、市民に向けて強調
しています。

農業は単に、食料を生産し消費者に作物を供給
するだけではありません。昨日練馬の現場でも拝
見しましたが、第一次・二次・三次産業を網羅し
て、第六次産業化するのが練馬の農業だと思いま
した。そしてこれはソウルでも同様です。食品加
工や観光・レジャー、生産も含めて第六次産業化
するのがソウルの都市農業の現状です。

Chapter. 2

なぜ都市農業なのか？

-都市農業は、都市地域にある土地、建築物または多

様な生活空間を活用して農作物、樹木、草花を耕作・

栽培または昆虫を飼育すること（都市農業育成および

支援に関する法律第2条）

-これは、都市で農業の生物多様性保存、気候調節、

環境浄化、土壌保存、共同体文化の回復、情操涵養、

余暇活動支援、教育および福祉などを含む多様な価値

を実現させる一方、持続可能な都市と農業の価値を実

現

都市農業とは？

都市農業 (Urban Agriculture)

なぜ都市農業か？

都市農業の必要性- 「多面的機能で都市問題を解決」→「持続可能な都市発展」

個人的レベル 社会的機能 経済的機能 環境的機能 教育的機能

心身の安全・幸福感

身体の健康増進

共同体文化形成

高齢社会の高齢者
問題解決

心身の安全・幸福感

新たな雇用創出

心身の安全・幸福感

環境にやさしい
生態系復元

心身の安全・幸福感

不適応学生の教育
効果

都市農業は選択ではなく必須事項

なぜ都市農業か？

持続可能な都市のグリーン産業として成長発展

世界の主要都市において都市農業は莫大な費用を発生させている都市化と産業化による環
境問題を解決できる新たな代案として注目されている

都市農業の

6次産業化

農業資源と農産物の生産

農産物の製造および加工

販売、流通、観光、レジャーなど

都市農業の6次産業化とは？

都市農業は新たな製品と市場を生み出すことで付加価値を高め、

1次、2次、3次産業への収斂を通じて新たな雇用を創出

都市農業は緑の空間を生み出し、資源を活用して緑の雇用を創り出す未来の産業

ソウル市民の農業への認識についてです。昨
年調査した結果ですが、市民のうち 10％が農業
活動に関心があることが分かりました。自分が
住んでいる宅地周辺内で野菜を作りたいといっ
た内容です。先程申し上げましたように、ソウ
ルの農業は２つの軸（生産の農業と市民の農業）
を持っていますので、市民は自宅の近くで、自
らの食用目的で農業をやりたいと思っており、
市民のうち 63.4％が都市農業の必要性を感じて
います。今後の市の政策も、都市農業に向かう
ように尽力していきます。

都市農業政策を紹介したいと思います。ソウ
ルは、2012 年に「都市農業元年」を宣言しました。
法律制定の前には都市農業条例を作り、第１回

「ソウル都市農業 EXPO」を開催しました。その
際には国際会議も実施しました。来年は、第９
回目の開催となります。私たちは、都市農業を
生活空間の中で行おうと考えています。しかし、
都市には農地がないため耕作できません。その
ため、区画整理で残った遊休地や屋上でコンテ
ナ菜園をするなど様々な農園を作って都市農業
を行おうと思っています。現在は、都市農業公
園やテーマ別の農園を運営しています。2015 年
には、私が初代の課長をしている、都市農業課
を新設しました。また、資源を循環させるとい

うことも重要になってきます。生産された農産
物が、どのようにすれば産業に繋がり消費者に
行き届くかということにも対応する、「ソウル・
フード企業センター」も作りました。韓流ブー
ムに乗って韓国の食料が世界的なものになるよ
うに生産されています。

そして、ペット植物という取組もあります。
観葉植物を大事に育て、普及を実践しています。
またソウルには、大規模な垂直農業を行ってい
る所が１か所あります。今後は、都市圏で持続
的に農業ができるように、この垂直農業を発展
させていきます。

市民全てが都市農業に触れられるように、あ
らゆる所に都市農業空間を提供できるようにし
ていきます。つい最近、市民全体が都市農業を
理解し機会を得ることができるような、都市農
業のホームページを作りました。これらが、我々
がこれまで取り組んできた成果となります。

先ほど申し上げましたように、2012 年を都市
農業元年として宣言しましたが、実践するため
の空間の確保が重要です。その都市農業空間は、
元年の前年 2011 年と比較して 6.8 倍も増えまし
た。参加者も 14.7 倍に増加しています。コミュ
ニティなどの中間組織づくりのための支援セン
ターが５つ、教育機関６つ、共同体が 36、そし
て産業化のための社会的企業といったもの等、
様々な都市農業関連の団体を支援しています。

都市農業に対する市民の認識

重複 重複

㈱アジアリサーチ＆コンサルティング 2018.12

調査結果

都市農業活動の有無 都市農業活動タイプ 都市農業の活用場所 都市農業活動の動機

都市農業の必要性 都市農業が必要な理由 都市農業参加への意向 活性化に必要な政策

活動
9. 8%

10人中約 1人

青物野菜など畑作物

観賞用草花 42.0%

果樹栽培 21.1%

畑作物栽培 77. 7%

住宅内空間

近隣の生活空間33.2%

都心空間 26.5%

住宅内空間 74. 9%

食用栽培

癒やし 26.3%

健康食品 17.0%

食用栽培 40. 1%

必要
63 . 4%

不要
2. 6%

必要 63. 4% 環境保護・浄化 23. 6% 5年以内に参加 42. 4% 菜園の確保 57. 5%

環境保護・浄化

自給自足 19.5%

趣味・癒やし17.6%

参加
42. 4%

菜園の確保

栽培地再開発普及
12.8%
農業学校運営 27.3%

都市農業政策の推進課題および成果

ソウル特別市都市農業元年宣言 ／ 都市農業条例制定
第1回「ソウル都市農業EXPO」＆国際カンファレンス開催

都市
農業

1.0

都市
農業

2.0

端地、屋上、箱型菜園造成

都市農業公園造成 ／ テーマ農場7箇所運営

都市農業専門担当部署（都市農業課）新設 ／
採れたて菜園、体験学習場造成

資源循環菜園造成 ／ 「ソウルフード企業センター」開館

ペット植物の普及 ／ 垂直農場造成

都市農業複合空間造成

都市農業政策の推進課題および成果

都市農業実践空間拡大 都市農業参加者数増加 自治区都市農業基盤の拡充

倍増加 倍増加 専門組織

個
条例制定

個

都市農業関連共同体・協同組合の活性化

団体登録 27
（非営利 13、社団 14）

個
（2018年末現在）

都市農業協同組合 96

都市農業支援センター 5
専門家課程養成機関 6
都市農業共同体 36

都市農業社会的企業 15

千人
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都市農業の教育的価値を高めるために、学校
農園を作りました。気候環境に対応するための
効果を最大化させるために、農作物を利用した
緑のカーテンや屋上農園を作っています。

ソウルの都市農業では、行政は主導するので
はなくサポートをするだけであって、全て民間

（市民）が主導し実践しています。都市農業は循
環農業ですので、堆肥の再生も行いコンポスト
を普及させています。特に、都市環境の基準と
なる養蜂も市内に 2,000 か所位設置しています
が、養蜂ができれば都市はクリーンであると言
われていますので事業を拡大化させています。
また、都市農業の社会的な役割を高めるために、
多角的な事業を行っています。

都市農業の土地利用と農園のタイプ別状況で
す。市内には農地がありませんので、外周部に
ある週末農園や都市公園や学校農園が利用され
ています。なお、約 1,300 ある学校のうち、半分
には農園を設置し教育的価値を高められるよう
にしています。来年度にはさらに多くの学校に
農園ができるよう予算化されています。

ソウルは急激に産業化・都市化が進みました
ので、都市に農地がありません。実践的な都市
農業の場を作ろうとしていますが、まだまだ不
足していますので、政策として農地の増加を目
標としています。

都市農業の事例を写真でご紹介します。子ど
もたちの農園や、エネルギーを使わない屋上農
園があり、緑化はもちろん農園作りが進んでい
ます。民間の建物の屋上にも農園が設置される
ように政策的に支援しています。

ソウルでは、都市農業は福祉のようなものだ
と捉えています。農園活動を通じて、社会的な
アプローチをしていくために福祉農業というも

社会文化的役割の高まり

都市農業政策の推進課題および成果

教育・環境実践運動 民間主導の投資農業実践 都市再生と資源循環

学校菜園造成
1360校

屋上菜園
1145箇所

対象：
幼稚園・保育園・

小中高

グリーンカーテン
17箇所

都市農業
専門家育成

民間公募
事業推進

都市農業
支援センター

民間団体
支援など

堆肥タンク普及
185箇所

資源循環菜園
モデル2箇所

堆肥化教材
普及160校

ソウル都市養蜂

都市農業EXPO 多様なイベント開催 ペット植物普及 ソーシャルダイニングファーム運営

都市農業活性化、
国際カンファレンス開催

菜園フェスティバル、
コンサート

一人暮らし高齢者を対象
一人暮らし、長期患者の
ための癒やしプログラム

ソウル特別市都市農業の現況

週末農園

75ha

端地 32ha

公園 30ha
学校 18ha

屋上/とれたて
15ha

箱型 7ha

その他 20ha

タイプ別農園

農園総面積 197.5ha

公園
16,820ha
(27.8%)

農地
1,084ha
(1.8%)

農園
198ha
(0.3%)

その他
42,424ha
(70.1%)

土地利用

ソウル特別市面積 60,526ha

都市農業政策の推進課題および成果

グリーン空間に転換しようとする市民の要求に応える

ソウルの都市農業の面積は

ソウル特別市全体の面積のわずか 0.33% の197.5haであり、微々たる水準

都市農業の面積は1人あたり0.196㎡であり、

公園の面積は 1.17% に過ぎない

■ソウル特別市の面積 605.23㎢ ■公園の面積 168.2 ㎢

都市農業政策の推進課題および成果

都市農業
余暇
そして

共同体

ソウルの都市農業推進事例

端地 マンション オークション

公共機関 商店街（オフィス） 週末農場

虹菜園（城東区杏堂洞 76-3） 蘆原エナジーゼロアパート ソウル大工学部 35棟

衿川区庁 汝矣島グラッドホテル 京畿道楊平郡芙蓉里農場

都市農業
そして

福祉

高齢者のうつ
不登校学生
障がい者
職場ストレス

癒やしと社会適応に貢献

都市農業と福祉 - 菜園活動を通じて癒やしおよび社会適応

ソウルの都市農業推進事例

菜園活動癒やし
プログラム運営
（社会福祉施設、学校、
病院）

福祉施設内の障がい者 老人ホーム内の痴呆高齢者

不登校学生 福祉施設内の高齢者

園芸による癒やし 園芸による癒やし

生態教育を通じた適応訓練 高齢者身体活動の誘導

のを強調しています。

都市農業と環境についてです。PM2.5 低減や
雨水を貯蔵したタンクを設置して資源をリサイ
クルするためのシステムを持つ農園もあります。

ソウルでは、３〜５年単位で目標を決め、政
策を策定しています。現在は、社会的価値を実
践する都市農業を進めています。様々な都市農
業の形態を持つ農園を作り、環境・生態・福祉
といった社会的目標を達成しようとしています。
先ほど申し上げましたとおり、民間（市民）が
主導する都市農業を行っています。

最後に都市農業のビジョンについてお話し

ます。2023 年には都市農業を実践する空間を
300ha に増やしたいと考えています。そして都市
農業が日常化されるような空間を確保し、都市
農業が産業として発展できるようにしていきた
いと思っています。そのために、ソウルはたゆ
まぬ努力を続けています。

以上で私からの発表は終わります。ありがと
うございました。都市農業

そして

環境

都市農業と環境 – 多様な形態の農園造成を通じた環境問題への対応
グリーンカーテン

食品廃棄物の堆肥化

屋上菜園

PM2.5低減 ヒートアイランド現象緩和

食品廃棄物減少

雨水貯蔵タンク設置

菜園運営のための水使用量減少

ソウルの都市農業推進事例

今後のソウルにおける都市農業政策の方向性

事業の方向性

都市農業の
代表的タイプ

都市農業の
活動目的

農園選定および
造成方法

実践空間確保に注力 市民が満足する都市農業
持続可能な
社会的都市農業

ソウル近郊の家族単位の
週末農場型

居住生活圏周辺の都心菜園
都市空間を活用した
多様な形態の菜園

趣味・レジャー型
ヒーリング、共同体活性化、
収益創出など

環境・生態・教育・福祉など
社会的目的追求

官主導型 民官 ガバナンス方式 民主導・官支援方式

都市農業 1.0 (’12～’14) 都市農業 2.0 (’15～’18) 都市農業 3.0 (’19～’23)

ソウル特別市の都市農業政策の変化

 居住空間、塀、壁面などに農業実践

空間を確保

 高齢化、1人世帯、孤独死、うつ病な

ど社会的問題解決のための癒し農

場およびプログラム

 ソウル農夫会員制および未来の世代

などの教育

 EXPO ＆国際カンファレンスの持続

的開催

 文化・芸術・環境部分へと領域を拡

大

 IoT、ICT、BTが融合した栽培キット

の普及など、多様なビジネスモデル

都市農園面積 都市農業の日常化 都市農業の産業化

2018

197.5ha

2023

300ha
(ソウル特別市の全面積の0.5%)

ソウルの都市農業のビジョンと目的

ソウル都市農業ビジョン3.0 (2019～2023)
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こんにちは。私は「トロントおよび地域保全
局（TRCA）」から参りました、ソニア・ディー
ルと申します。これまで 13 年間、都市農業プロ
グラムを担当しています。

多 く の 方 が「 ト ロ ン ト お よ び 地 域 保 全 局
(TRCA)」と「トロント市」を混同しがちなので
すが、実は違う組織です。トロント市は TRCA
から見るとパートナーにあたります。30 を超え
るトロント市のような地元自治体と共に取り組
んでいる保全局という位置付けが TRCA です。

本日の議題ですが、TRCA の概要を紹介しま
す。また、農地に関しての歴史と、我々が現在
何に取り組んでいるのかということ、TRCA の
管轄区が含まれるオンタリオ州の農地利用計画
と政策についても触れたいと思います。あわせ
て、４つの事例の話もしていきます。

TRCA は、オンタリオ州に 36 ある保全局のう
ちの１つです。このような保全局はオンタリオ
州独特のもので、カナダの他の地区では見られ
ません。TRCA は保全法のもとに設立され、天
然資源の保護・回復に努め、教育や科学の知識
を用いて地域貢献のもとで卓越したサービスや
パートナー組織と協働することにより、回復力
のある地域コミュニティを作るという使命があ
ります。1957 年に小さな４つの保全局が集まっ
て TRCA が設立されました。ヘーゼルというハ
リケーンがトロント地域を襲い、壊滅的な洪水
が起きた際に、沢山の人々が水害で亡くなり、
多くの土地が損害を被ったことを契機として生
まれました。

ここで、TRCA の管轄区についてご理解いた
だきたいと思います。3,467㎢にわたる管轄地域

TRCA都市農業プログラム
練馬区世界都市農業サミット

2019年11月30日

ソニア・ディール,  MCIP, RPP
トロントおよび地域保全局 ハンバー川・都市農業プログラム 事業担当課長

• TRCAは、地方自治体気候変動イノベーションプログラム（MCIP)のも
とに設立され、60年以上の歴史があります。

• 我々の使命は、州の法律に従って天然資源を保護し、回復させること
です。また、教育や科学の知識を使って、地域を巻き込みながら、卓
越したサービスやパートナー団体と協同することで、回復力のある地
域コミュニティを作ることです。

Toronto and Region Conservation Authority 4

TRCAの歴史と使命

• TRCAは、オンタリオ州に36ある保全局の一つです。管轄地域は3,467 ㎢
に及び、陸地が2,506㎢、水系が961㎢を占めます。

• この地域を構成する９つの流域とその河岸は、６つの上層自治体と、下層
自治体に影響を与えています。

Toronto and Region Conservation Authority 5

TRCAの管轄区域

上層自治体 下層自治体 TRCA内の自治
体人口の割合(%)

分科会③
ソニア・ディール / トロント
トロントおよび地域保全局（TRCA）　ハンバー川・都市農業プログラム　事業担当課長

があり、そのうちの 2,500㎢が陸地、残りの 961
㎢が水系となっています。９つの流域と、72㎞
に及ぶ川岸があります。そして TRCA の土地に
は、６つの上層自治体と 15 の下層自治体が含ま
れています。

まず、TRCA は、トロント地域において最も
広大な土地を持っています。現在 44,000 エーカー

（約 18,000ha）の土地を所有していますが、もと
もとは 1940 年に浸食制御や洪水管理のために、
土地を獲得したところから始まりました。それ
以来、私たちは都市農業とコミュニティとの関
係を築いてきました。農業者に対して短期で土
地のリースを行ってきましたが、基本的に１年
間の賃貸で、毎年契約更改をしている形でした。
というのも、土地の農業利用は一時的なもので
あると当局が以前は考えていたからです。その
後、2008 年に導入された新しい政策によって、
現在は以前とは変わりましたが、この点に関し
ては、後ほどのスライドで詳しく紹介しようと
思います。

現在も沢山の農業が TRCA の農地で行われて
いますが、2008 年以前は、とうもろこし、大豆

といった、いわゆる従来型農業が行われていまし
た。TRCA の土地は、州の認定においても最高
ランクの土壌で、作物を育てるには大変生産的で
質が高い農地であるということを意味していま
す。TRCA は現在、約 689 エーカー（約 280ha）、
合計 14 か所の土地を所有しています。そこでは
今も従来型農業が行われており、605 エーカー（約
245ha）の農地で、10 名の農業者が働いています。
一方、都市型農業が行われている農園は４か所あ
り、84 エーカー（約 33ha）の農地で約 13 名の
農業者の方々が従事しています。

これらがどこにあるのかをお見せします。ご
覧のように、TRCA 管轄区域のほとんどがトロ
ント郊外に位置しています。最も都市に近い農
園の１つである「ブラッククリーク・コミュニ
ティファーム」は、トロント市内にあります。
他の農園はトロント市の北部、つまりトロント
近隣の都市にあります。また、薄い緑色のとこ
ろが TRCA 管轄区域の中におけるグリーンベル
ト地区です。

オンタリオ州における農地利用計画と政策に
関するものは沢山あります。ここで触れたいポ

TRCA農業の歴史

Toronto and Region Conservation Authority 7

• 1940年に起きた洪水の管理と浸食制御のために土地を獲得
• 家畜や昔ながらの商品作物
• 農業に最も適した土地(クラス1-3に分類される肥沃な土壌)
• 2008年まで、農業での土地活用は暫定的
• 実際に所有・管理を行う土地は約 689エーカー

TRCA 農地

Toronto and Region Conservation Authority 8

従来型農業:
• 10 件
• 605 エーカーの農地
• 農業者 10 人

都市型農業:
• 4 件
• 84 エーカーの農地
• 農業者 13 人

Toronto and Region Conservation Authority 9

オンタリオ湖トロント

ブラッククリーク
コミュニティファーム

リビンクシティファーム

アルビオンヒルズ
コミュニティファーム

マクヴィーンファーム

農地利用計画と政策

Toronto and Region Conservation Authority 11

オンタリオ州

保全局法

TRCA

TRCA 

リビングシティ政策

TRCA 持続可能な
近郊農業政策

計画法

州政策指針

地方自治体

オフィシャル・プラン

地方自治体
オフィシャル・プラン

グリーンベルト法 栽培場所に関する法
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イントとしては、様々な政策がありますが、そ
の多くで農地の保護や農地システムを守ること
の必要性が認識されているということです。農
地が経済的な繁栄や食料生産のために重要であ
るということだけでなく、ネットワークが必要
であるということにも触れられています。例え
ば、地域の道路や農業用の建物などのインフラ
といったことです。

先ほどお話しましたが、TRCA は保全法のも
とで設立され、TRCA における方針を定めてい
ます。洪水が起き得る地域において開発を規制
し、持続可能な近郊農業政策に関しても規定し
ています。その他にもオンタリオ州の様々な政
策がありますが、第１級農地についても明記さ
れています。法律は、トロント市の計画とも一
貫性が持たれるようになっています。TRCA は
持続可能な近郊農業政策を 2008 年に導入しまし
たが、この政策は当時大変画期的なもので、こ
の政策により TRCA がそれまで尽力してきたこ
とが実現されました。この政策のお陰で農地の
長期リース契約が可能になり、新規参入者がしっ
かりと土地に投資をして、営農する上で重要で
あるインフラを導入することができるようにな
りました。2008 年には農業に関心を持ち新規参
入をする農業者が台頭し、実際に農業を行いた
いということで、我々も農業を行うための土地
を探しました。GTA（トロント都市圏）最大の
土地所有者である TRCA の役割として、このよ
うな新規参入者を支援しなくてはならないとい
う認識を持つこととなり、我々の土地でも都市
農業を支援することに繋がりました。

この政策によって、本質的に TRCA は農地
をしっかり維持することができるようになりま
した。先ほど触れましたとおり、もともと農業
利用が長期的なものであるとは考えられていな

かったのですが、この政策の導入で TRCA はき
ちんと農地を維持するということが可能になり
ました。以前は毎年契約更改をしなければなら
なかったのが、複数年にわたる、最長５年のリー
ス契約が行われるようになりました。なぜ５年
なのかという質問をよく受けるのですが、５年
を超える契約は必ず大臣からの許可が必要だか
らです。この政策の導入によって、新しい多様
な作物を育てたり、農業モデルや新しいパート
ナーシップの構築にも繋がっています。

なぜ TRCA が都市農業プログラムを導入した
のかということですが、理由は都市農業には沢
山の利点があるからです。このような利点は皆
さんの多くが認識されているとは思いますが、
環境や社会的、コミュニティの経済的発展にも
役立ちます。新しく多様な作物を栽培すること
は文化的または多様性が向上し、コミュニティ
の一体感を生むことにも繋がります。

こちらは、TRCA の都市農園の場所を示した
図です。トロントの北、約 50㎞のところに、「ア
ルビオンヒルズ・コミュニティファーム」があ
ります。また、ブラントンには、「マクヴィーン・

TRCA持続可能な近郊農業政策

• 現在所有する農地を維持する

• 地元の食料生産のために、公有地の利
用を可能にする

• 複数年の借地契約を許可する (最長5年)

• 既存の借地を許可する

• 革新的で持続可能な農業モデルや多様
な作物の栽培を促進

• 新しいパートナーシップを構築

Toronto and Region Conservation Authority 12

TRCA と持続可能な地域コミュニティ
• 近隣の自然遺産に、よい影響を与える

• TRCAのエコロジカル・フットプリントを削減
• 社会公正とフード・セキュリティの向上

• 地域コミュニティに対して、経済的発展の
機会を提供

• 新しく多様な作物の栽培することで、文化
的多様性を享受

Toronto and Region Conservation Authority 15

マクヴィーン
ファーム

アルビオンヒルズ・コミュニティファーム

ブラック・クリーク・コミュニティファーム

リビングシティファーム

36.1 エーカー 66.5 エーカー 12.0 エーカー 8.1 エーカー

都市農園

市町村の境界

幹線道路

主要道路

流域

ファーム」があり、トロント市に隣接する都市
には、「リビングシティ・ファーム」があります。

TRCA の都市農業プログラムでは、新規参入
者に対して、公共の土地を利用できるようにし
ています。TRCA では、これらの農地における
必要なインフラの改善に対して支援を行い、農
業従事者が成功裏に農業運営ができるようにし
ています。新規参入者が農業を行う際、特に自
分の土地でない場所に投資することは難しいの
で耕作期間を延長できる温室や農業関連の建物
の水の供給等に関しても支援を行います。農業
者が許可承認関連の申請をするサポート等も行
います。TRCA の土地のほとんどは、ゾーニン
グとしてはオープンスペースとなっており、農
業地域として指定されていないため、農業や農
業関連用途の許可を得るためには、トロント市
による再調査を行わなければなりません。例え
ば、区域の中にマーケットを設けたり、家畜を
育てるなどの農業関連の活動を行っていくにあ
たっては、土地の再調査を行わなければならな
いわけです。

我々は農園のイベントやプログラムの支援も
行っています。農業者の多くは、外部から資金
援助を受けたり、募金を受け付けることができ
ませんが、TRCA にある資金調達部門を活用す
ると、我々が農業者に資金提供を行うことがで
きるようになっています。また農業者の多くは、
マーケティングやコミュニケーションに関する
能力を持ち合わせていないので、大規模な組織
である TRCA がブランディングの手助けや、ホー
ムページの構築などに関してもサポートを行っ
ています。

環境的農業計画とベストマネジメント・プラ
クティス、有機栽培認定などの分野においても
TRCA は支援をしています。例えば、我々が所

有する土地の一部が湿地のすぐ側にあって、水
質、土壌の質など動植物の生息環境を改善した
かった場合、農業者と協働して必要な対処を実
施していきます。また、有機栽培認定を得るこ
とも難しいので、過去には、そのような面でサ
ポートを行ったこともあります。

各農園について紹介したいと思います。「マク
ヴィーン・ファーム」は、ブランプトンにある
就労支援農園で、合計 47 エーカー（約 19ha）の
農地を所有しています。なぜこの農園を運営す
るのかというと、農業を新しい世代へ引き継い
でいくということはオンタリオ州の農業分野に
おいても大きな課題であり、このような就労支
援モデルの施設を導入することによって、後継
者創出に役立つと考えているからです。最大 20
人までの個人農業者を受け入れることができる
ようになっており、土地、道具、共有のインフ
ラを提供しています。また、事業計画のサポー
トや研修も行っています。

この農園にはコミュニティ農園もあり、多様
な農作物、ニッチな作物も栽培しています。今
のところ大根は育てていないかと思いますが、

TRCA 都市農業プログラム

Toronto and Region Conservation Authority 16

• 土地の入手

• インフラの改善

• 計画と承認

• イベントとプログラムの支援

• 資金管理

• マーケティングと交流のサポート

• TRCA内部の都市農業関連事項の調整
• パートナーシップ団体の開拓

• 借地管理

• 環境的農業計画とベストマネジメント

プラクティス

• 有機栽培認定

• 地域貢献

マクヴィーンファーム（ブランプトン市）

• 37エーカー + 10エーカー
• 就労支援モデル
• 最大20人までの個人の農業者
• 土地、道具、インフラの提供
• コミュニティ農園
• 世界の作物を商業化

Toronto and Region Conservation Authority 17

Toronto and Region Conservation Authority 18

議
事
録
・
分
科
会
③

ソ
ニ
ア
・
デ
ィ
ー
ル

195 196



もしかしたら来年には作っているかもしれませ
んね。

こちらの写真では、開発地区が我々の土地に
隣接していることが見て取れます。

次に、「ブラッククリーク・コミュニティファー
ム」は、トロントの中でも、とりわけ低所得者の
多い地域にあります。もともとはトロント市が運
営していた関係で、沢山の教育的なコミュニティ
関連のプログラムが実施されていて、地域コミュ
ニティのハブとして機能しています。採れた農産
物は CSA プログラムや、卸売市場、農園の直売
所で販売されています。年間の募金活動もあり、
農園を支援しています。練馬で学んだことの１つ
ですが、ここでも農産物を売る自販機を設置する
ことができると思いました。練馬の例から学んで
導入していきたいと思います。

コンテナ型ガーデンですが、農園に参加して
いる高齢者向けに設計されており、簡単に利用
できるようになっています。後ろに建っている
離れの建物は、プログラムのイベントスペース
として使われています。敷地内にはミツバチ等
の花粉媒介生物を助ける、ハチの巣箱も設置し

ています。

こちらは、「リビングシティ・ファーム」です。
他の農園はコミュニティ団体によって運営され
ていますが、この農園は民間の農業者によって
運営されており、大変興味深いモデルとなって
います。この写真に写っているのが、我々が一
緒に協働している女性で、現場で教育プログラ
ムを提供したり、大人向けのガーデニングワー
クショップを行ったり、農園の入口で食品の販
売も行っています。また、ここでは、羊、ヤギ、
アヒル、鶏、七面鳥なども育てています。

最後に、「アルビオンヒルズ・コミュニティ
ファーム」は、カレドンにある、17 エーカー（約
7ha）を有する農園で、敷地内でコミュニティ
農園も運営しています。こちらでは、教育プロ
グラムも積極的に行われており、敷地内にある
TRCA の教育施設とも協力して実施されていま
す。私のプレゼンテーションは以上です。ご清
聴ありがとうございました。

ブラッククリーク・コミュニティファーム

• 以前は、トロント都市農園として
耕作されていた

• ジェーン・アンド・スティールズに
あり、8 エーカーを有する

• コミュニティ農園
• TRCAの施設では、地元から食
料を調達

• 教育的プログラムと農園キャンプ

• 低所得者地域における地域コ
ミュニティの中心

• ファームショップ、卸売市場にお
けるCSA

• 年次の農園募金活動

Toronto and Region Conservation Authority 22

Black Creek Community Farm, Toronto

Toronto and Region Conservation Authority 24

リビングシティファーム（ボーン市）

• コートライト・センターにある
12エーカーの農園

• 子供の学習農園
• 農園での教育的プログラム
• 家畜

• 大人のガーデニングのワーク
ショップ

• コートライトの入り口での販売

Toronto and Region Conservation Authority 27

アルビオンヒルズ・コミュニティファーム（カレドン）

• アルビオンヒルズ保全地
区にあり、17エーカーを
有する

• 0.41エーカーのコミュニ
ティ農園

• 農園の現場における教
育プログラム

• アルビオンヒルズ保全地
区と協同で行う

Toronto and Region Conservation Authority 31

◆小泉座長
これからパネルディスカッションを始めます。

最初に、東京都の武田さんから、皆さんの発表を
聞いて、コメントや質問等があればお願いします。

◆武田氏
東京都は、国と練馬区等の市の中間に位置付

けられる地方自治体です。東京都の農業に関す
る本年度の予算は約 85 億円で、東京都全体の予
算の 0.1％です。東京都の農業者の人口は東京都
の 0.1％程度ですので、それほどかけ離れた予算
措置ではないと思います。

東京都が今行っている主な政策には３つの柱
があります。１つ目は「農家の担い手の育成」
です。東京都には農業指導の専門機関があり、
農業者の技術的・経営的相談にのっています。
また、他の産業から新たに農業に参入する方々
の指導も、来年度から研修を始める予定です。

２つ目は「農業者の経営力の強化」で、栽培
施設や農地の整備を支援しています。当然、新
しく農業に参入される方々の栽培施設等の支援
も行っています。

３つ目は「農地の保全」で、周辺のまちづくり
と調和のとれた農地の整備などを行っています。
農薬が周辺に飛散しないような設備についても
支援をしています。また、農地を創出するという
面から、住宅地の土地を農地に戻すための支援を
しています。これらの取組によって東京の持続的
な農業を進めていきたいと思っています。

今までの事例発表を聞いて感じたことは、東
京都の政策は、農業者と農地があって、それを
基本にした政策であるということです。最初に
都市があってその中に農地を位置付けていくの
ではなく、農地があってそれをきちんと守って
いこうという政策です。この中で考えないとい
けないのは、緑のネットワークを都市計画上に
きちんと位置付けていくことです。ロンドンや
ニューヨークにおいても、緑のネットワークが
必要だという話がありました。特に都市化が進
んだ部分、いわゆる丸の内や東京などの場所に
おいても、公園などのネットワークをきちんと
位置付けることがこれから必要なのではないか

と思います。
一方、トロント、ジャカルタ、ソウルにおけ

る政策は、東京には無い政策でした。特にトロ
ントは民間団体の活躍があり、東京にはない形
態です。いかに農的活動を支援していくかとい
うところで、支援の方法を我々も見習わなけれ
ばならないと感じました。またソウルでは、い
わゆる都市の中にきちんと農地を位置付けると
いうやり方でした。ソウル市長が都市農業は必
須事項だと話したそうですが、ぜひ東京都知事
にも、農業は必須事項だと言ってほしいと私は
思います。このような機会をいただき、非常に
ためになることが沢山あります。ありがとうご
ざいます。

◆小泉座長
ありがとうございました。この後の論点に繋

がるコメントもいただきました。続けて、本日
一緒に司会をしていただく飯田さんに、土地利
用の現場に関する各都市の比較ができる図面を
作っていただきました。

◆飯田氏
こちらに展示してあるのは衛星画像からとっ

た土地被覆図です。赤く塗られた部分が市街地
を表していて、市街地と農地が分かるようにし
ています。15㎞半径、30㎞半径、50㎞半径を示
しています。５都市はどこも世界の大都市です
が、違いも結構見られました。ご覧いただくと
東京がいかに赤いところが多いかということが
わかると思いますが、50㎞に接するところまで
真っ赤に市街地が広がっています。ロンドン、
トロント、ソウルはグリーンベルトがあるとい
う話を各発表者にしていただきました。

都市農業と言うと、基本的にはこの真っ赤に
塗られた市街地の中で行われている農業で、グ
リーンベルト以外にも、空き地や学校の庭、屋
上など、もともと農地でなかったところに新し
く農地を創出する取組事例のお話もお聞きしま
した。東京でも、そういった屋上農園や施設栽
培も増えてはいるのですが、やはり、こちらの
写真にあるように、代々 300 年、400 年続いてい
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るようなプロの農業者が持つ農地が、真っ赤に
塗られた市街地の中に沢山点在するということ
に大きな特徴があると思います。

昨日、海外参加者の皆さんと視察をして、色
んなタイプの農地を歩いて見てまわりましたが、
市街地の中に沢山の農地が点在しているので、
歩いて見て回れるのは大変凄いことだと皆さん
が驚かれていました。私も他の都市で都市農業
の先進事例を見せていただくことはありますが、
歩いて見て回れるようなところはどこにもあり
ませんでした。このディスカッションの中でも、
練馬が持つ市街地の特徴というものを、今後私
たちがどのように活かしていくことができるの
かということを話せたらと思います。

◆小泉座長
ありがとうございます。それではこれからディ

スカッションに入りますが、まずパネリストの
皆さんから何か疑問やお聞きになりたい点があ
りましたらお願いします。

◆ロサッソ氏
今回、練馬にまたご招待いただきましてあり

がとうございます。皆さんにコメントしたいと
ころですが、すべての都市がこの問題について
取り組んでいるという事がすばらしいと思いま
す。そして時には、違う視点でものを見ている
ところが面白いと思います。商業的な関心で進
められている場合もありますが、コミュニティ
や環境等に対する関心というのは共通だったと
思います。そして、それぞれの都市が、都市農
業の重要性について認識をしていることが素晴
らしい。我々の制度が非常に許容的だと言いま
したが、今後どのように各都市で都市農業が進
展していくのかということに、非常に関心があ
ります。

◆白石氏
皆さん、海外からお越しいただきありがとう

ございます。皆さんの真剣な取組とプレゼンテー
ションに改めて敬意を表したいと思います。感
じたのは、私たち農業者は産業としての農業を
やってきましたが、逆に言うと私たちに欠けて
いるものも沢山あるということです。お聞きし
ていて、市民活動、コミュニティ、行政と民間
の間にある中間支援活動、そういったものの充
実を非常に印象深く感じました。

◆小泉座長
自分の都市の特徴をあえてひとつに絞ってみ

ると何なのか、お話しいただけますか。まずは、
練馬ではどこが一番特徴的で強みであると思わ
れますか。山口さんお願いします。

◆山口氏
特徴として挙げるのであれば色々な団体とま

ちづくり活動を進めているということが私たち
の特徴だと思います。また、その活動を支援す
るための仕組みを、別の形で組織として持って
います。日常的に彼らと色々とやりとりをする
機会を作ることで皆がやりたいこと、私たちが
やりたいことの共有ができるのが、私たちの強
みになると思います。

◆小泉座長
ありがとうございます。先程の説明でいくつも

のステークホルダーが関わっているという図が
ありましたが、よろしければ、具体的にどんなス
テークホルダーが関わっているのかご説明いた
だくと、その特徴がよくわかるかもしれません。

◆山口氏
１つは地元の農業者団体で、もう１つは先ほ

どお話ししたまちづくり活動の団体がいくつか
あります。中には、園芸療法という農に親しむ
ことで心を癒し回復を促すことを目指す団体や、
高松地区の歴史を調べて演劇を通して地域のま
ちづくりを見直す団体とも一緒にやっています。
他にはお味噌を作る味噌作りのプロなど、そう
いう人たちが中心になって農を見直すというこ
とを一緒にやってもらっています。また、障害
のあるお子さんたちが自分をうまく表現できる
ようにとか、そういったことを学び直すことを
やっている方々と一緒に活動したり、多様な人
たちと協働しているところが特徴だと思います。

◆小泉座長
これは、我々の言葉で言うと「まちづくり」

ですが、英語では「コミュニティ・ディベロッ
プメント」など、いろんな言い方があると思い
ます。あまり農業に直接関わりがないようなアー
トの団体が関わったり、演劇をやっている学生
さん、学生を終えたばかりの若い人たちが関わっ
たり、園芸療法をやっているような福祉系の団
体が地域住民、農業者の方と一緒に活動したり、
多様なステークホルダーが関わっていることが

特徴になるかもしれません。
皆さんにお聞きしますが、皆さんの自治体に

おける都市農業の一番の特徴を挙げるとすれば、
どんなことでしょうか。

◆フルヨン氏
私が管轄しているわけではないので見た限り

にはなりますが、ロンドンの一番の特徴として
は、アクティビスト（活動家）の人たちがリー
ドをしているということです。このような活動
家の人たちは大変情熱的に取り組み、牽引して
います。社会的・環境的な観点で取り組まれて
いますが、今は商業的な観点を持つ人たちも入っ
てきて、ハイドロポニックス（水耕栽培・養液
栽培）と呼ばれる農業の手法等よりハイテクな
手法を使って農業をやろうとしています。ただ、
足りないものもあり、専業の農業従事者が欠け
ています。ロンドンにおいても、これと似た会
議を実施していますし、時には農業従事者と会
合を行うこともあるのですが、そういった事が
練馬ほど沢山行われているわけではありません。

◆小泉座長
アクティビストとは、どのような人たちなの

でしょうか。つまり普通の市民の方ですごく関心
のある人たちがやっているのか、それともやはり
NPO・NGO のような組織を作り、それなりに専
門性を持った方々が行っているのでしょうか。

◆フルヨン氏
おそらく、必ずしも何かの組織に属している

人たちではないと思います。例えば、政治的な
体制に課題を突きつけたいとか、理想的な考え
を持った人たちでしょうか。簡単に言うとエネ
ルギーがあって、物事を実現することができる
ような人たちです。

◆小泉座長
ロサッソさん、いかがでしょうか。

◆ロサッソ氏
アクティビズムは、ニューヨーク市の特徴で

もあります。お話ししたように、特に私の事業
において、1970 年代に空き地でコミュニティ農
園を始めるということがありましたが、これは、
市民の抵抗の中から起きた経緯があります。行
政がやらなかったことを市民がやったというこ
とです。

違う形でお答えしたいと思うのですが、私の
頭に浮かんだものに、バランス、バランシング
という言葉があります。私たちは今、都市農業
というものを受け入れ、未来を見据えています。
これが来世紀どのような形になるか、都市の景
観などはどうなっていくのかということです。
世界では都市が成長して広がっていますが、今
後どうなっていくのかということもあり、その
中でバランスを取ること、バランシングが大事
になってきます。人々には生活する場所が必要
ですし、低価格な住宅も必要です。ニューヨーク、
東京ともに問題になっていますが、例えば農業
と住宅の問題、その他の土地利用でどのように
バランスをとったらよいかということがありま
す。完全に政府主導にすべきか、それとも民間
が主導すべきか、起業家が公有地でお金を儲け
ることを認めて良いのか、そういった問いにつ
いてもまだ答えがないので、積み残しの課題だ
と思います。

また、農業だけの農地でいいのかということ
もあります。環境とのつながりを取り戻すこ
とを大事に考えるのか、精神的な地球とのつな
がりが大事なるのか、また人々に食料を提供す
るということだけが目的になるのか、食料を提
供する際に飢餓で困窮する人だけが対象でいい
のかなどの問題についても考える必要があると
思っています。都市農業についての意思決定の
影響というのが出てくるのには何年もかかりま
すので、意思決定をする際にはできるだけ多く
の人が参加して、正しいことをやりたいと考え
ています。

◆小泉座長
都市農業について、そこまでの考えを議論した

り、戦略を立てたりということが日本ではできて
いないように感じます。東京都はそれなりにされ
ているのかもしれませんが、少なくとも練馬区レ
ベルでは、必ずしもできていないところです。長
期的にどうやって挑戦するのかということも、非
常に重要なポイントだと思いました。

◆ディール氏
私の組織は公的な機関で、農業従事者の人た

ちを雇用するわけではないので、他の組織とパー
トナーシップを組む必要があります。また、個々
の農業従事者にも頼らなければならないという
こともありますので、そういった意味ではパー
トナーシップを結ぶことができるというのが強
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みの１つです。そうすることによって様々な事
を実現することができますが、スピードが十分
でないかもしれません。どれぐらいのペースで
新規参入者の人たちがアプローチをしてきて、
プログラムに参加を希望するのかという詳細は
お話できませんが、スピードの面に関してやら
なければならないことはあると思います。

◆小泉座長
私たちから見ると TRCA の組織はとても特殊

に見えるところがあります。日本にも公社のよ
うな公的な主体が設立した別の目的を持つ組織
というのはありますが、広域圏でそういった活
躍するような場は日本にはなかなかありません。
そういう意味で、公益的な視点を持ち様々な緑
地の保全や、流域の保全を行っているというの
は、ものすごく強みだなと思います。その中で
農地に限った時に、何か広域的な戦略などはあ
るのでしょうか。

◆ディール氏
TRCA が所有している土地に関しては、今の

ところ広域的な戦略はないですが、その点につい
ても今後はやっていきたいと思っています。私た
ちは土地が確保できる場所を見つけたら、地域コ
ミュニティがどのような関心を持っているのか、
どのようなモデルを導入したいのかという事に
耳を傾け、それをベースにして実際にそこで農業
を行うことができる人たちを探します。

◆タウフィック氏
行政は都市農業に対する関心が非常に高く、

サポートや支援策に対してもかなり力を入れて
います。ジャカルタの農業者は非常に少ないの
で、行政でも彼らに対する支援に力を入れてい
ます。具体的には州知事指令を出して行政主導
という形で行い、関係するステークホルダーの
人たちも一生懸命やっています。私たちは 2030
年までに、州の土地の 30％を緑地にしたいと考
えています。緑地というのは、要するに農業が
あるという意味です。関連する人たち、ステー
クホルダーの人たちが互いにアイディアなどを
出し合ったり、学びあったりして、緑地の拡大
を振興しています。

また、ジャカルタの持つ特徴は、新しくコミュ
ニティを形成する取組を行っていることです。
例えば、現在、200 人の若い人たちのグループを
育成したり、主婦層をターゲットにして農業に

関わってもらったりしています。試験的に農業
をやってみたい人たちのために、0.3ha の農地も
準備しています。

◆小泉座長
知事が明確に政策の方針を出し、行政が積極

的にそれを進めることで関係のある人たちが新
しい緑地・農地を作ることに非常に積極的に関
わることができるということが、ジャカルタの
強みという事でした。もちろんそれに付随して
色々な社会的な主体ができているということも
あるのでしょう。

◆ソン氏
ソウルの農業の特徴は、１つ目は、先ほど説

明の中でも申し上げましたが、ソウル市民の誰
もが農業を実践できるということです。２つ目
ですが、先ほどソウルの農業には２つの軸があ
ると申し上げました。生産と所得を考える従来
の産業としての農業が１つですが、そこに従事
する人たちへの配慮として、高齢化社会を迎え
る中、農地を保全する方法としてどういったこ
とがあるのかを考えることです。ソウルには非
常に有名な梨の生産地があるのですが、あまり
数が残っていませんでした。500 年以上の梨農家
の歴史を持っている農業を遺産として、文化遺
産に指定しました。消えていく農業を発展させ
ていくというのが、ソウルの都市農業の特徴で
はないかと思います。

◆小泉座長
パラレルに、２つの軸で行っているというと

ころは他の自治体と少し違うところかもしれな
いと思いました。特に都市内部では、市役所が
非常に積極的に支援しているという点では、少
しジャカルタと共通している点もあります。ま
た、産業としての農業に関しては、今歴史的な
価値を改めて確認して、そういった側面から支
援をされているということでこれも他の都市に
はなかった新しい視点だと思いました。

◆ソン氏
都市の中にある農業は市民団体つまり中間組

織がリードしており、都市の外周部にある生産
を所得に繋げる農業は、行政または農業者が主
導しています。このように関係者が一緒になっ
て農業者の所得をどうすれば保証できるのかと
いうことに関しても検討していて、取組を行っ

ています。

◆ロサッソ氏
今回練馬を訪問して、練馬の農地はまさにま

ちの中にあるということに気付きました。実際
にその土地がどう区分されているかは別として、
農地は都市の一部で、まちの文化、歴史の一部
であるというふうに皆が考えています。実際に
住民が自転車に乗って、自販機で野菜を買いに
来ていらっしゃる様子を目の当たりにしました。
日常生活の一部となっていて、そういった意味
で基盤はあるわけです。実際に物理的にそのス
ペースを使ってコミュニティ活動を行っている
かどうかは別として、一人ひとりの人が実際に
深い愛着を持って農地に接しているということ
がわかりました。

◆小泉座長
少しそのことにも関係していますが、地域の

方や農業に関わるコミュニティの人が農を愛す
るということが、練馬の文脈にはあります。一
方で、本格的に農業が行われているということ
もあるので、例えば土が周辺の住宅に舞い、ク
レームが来ることも時々あると耳にします。身
近に農があるということは私たちにとって素晴
らしいメリットでもある一方、農業があること
で周辺の住宅にマイナスの影響を与えると捉え
る人も中にはいます。例えば、白石さんの農地
の近隣住民の皆さんとは良い関係でしょうか、
理解されているという状況なのかどうか、お話
しいただけますか。

◆白石氏
10 年以上前の時代に、かつて農村だったとこ

ろにどんどん住宅が増えてきて、住民が増えて
くると小さな溝みたいなものが生まれてきまし
た。例えば先ほどのように、埃が飛んでくるとか、
トラクターの騒音が気になるとかで、犬のフン
を畑に投げ捨てて行ったり、空き缶を投げ入れ
たりして、小さな摩擦みたいなものが繰り返し
発生してきました。そんな中、私たち農業者も
少しずつ寄り添っていける農業に転換していか
なければならないという考え方が生まれてきて
きました。かつては市場出荷をしていましたが、
農産物の自動販売機のように地域住民へ提供す
る動きになってきました。直売は、実は私の家
内や母親が始めました。やはり女性は消費者の
視点を持っていますので、地域の方に食べてい

ただくのがいいのではないかということがきっ
かけでした。

◆小泉座長
参加都市の皆さんのところでも、産業的な農

業ではないかもしれませんが、立派な農園を持っ
ているようなところもあります。市街地に比較
的近いところに農園がありましたが、近隣の市
民というのは、積極的に評価する人が多いです
か。それともむしろ農地があると困るという方
もいらっしゃるのでしょうか。

◆ロサッソ氏
コミュニティ農園は、ニューヨークでは全般

的に受け入れられていると思います。ただ、都
心は生きるのも大変な場所ですし、色々な用途
で使いたいという競争はあります。ですから、
近所の人の中には肥料の匂いに関して苦情を言
う人もいますし、また農地というのはグリーン
ベルト内に置くべきものであり都市にあるべき
でないと考える人たちもいます。しかし、その
ような人たちに対しても、白石さんもおっしゃっ
ていたように農地に呼んで説明をしようとして
います。生活のためや、まちをより良くするた
めに行っているということを説明するためです。
ときには合意に達することができないこともあ
りますが、そういったやりとりが必要だと思い
ますし、できるだけ人々を繋げるために最善の
努力をしています。

◆小泉座長
周辺住民に理解してもらえるような様々な努

力をされているということですね。ニューヨー
クの場合、ゾーニングの制限等の関係の話も先
ほどありましたが、農地はほとんどの場所で作
れるということでした。アメリカのゾーニング
は非常に厳しくて、建物の用途などが混在しな
いようにと決められているのですが、比較的農
地はその枠から外れており、色々なところに混
在しているという状態です。いろんな場所にミッ
クスできるものというのが、都市計画を勉強す
る立場からすると非常に面白いなと思いました。
だからこそ、周辺の問題などがあるのかなと思っ
てお尋ねしました。観客の方で質問があればお
願いします。
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◆質問者
練馬区で最もすばらしいところは農業体験農

園だと思います。考え方がすばらしいと思いま
す。例えば、私くらいの年齢で、都会で育った
者にとっては、老人会で安く農地を貸してくれ
ても土作りをした段階でもう飽きてしまい、違
う方に渡したという方が結構います。

◆小泉座長
農業体験農園は農業指導を受けながらそれな

りに本格的な農作物を作るというものです。農
業体験農園は練馬から始まったオリジナルな制
度です。そのことが、隣接している方とは限ら
ず多くの練馬区民の方に農業の価値をご理解い
ただく上で非常に役に立っているというように
私も理解しています。

◆白石氏
私の場合は自分たちの農業を何とか守ってい

かなければならないというところから、市民の
皆さんを受け入れてきました。350 年位続く農
業で培ってきたノウハウをコンテンツにしよう
と思いました。つまり土地を貸すだけではなく、
農業の営みから手に入れた技術や経験というコ
ンテンツのほうを重視して指導付き農園として
やっています。皆さんの協力をいただきながら、
農業経営として何とか成り立つ仕組みにして行
けたらと思います。つまり経営と市民のための
いろいろな活動はお互い様で、意外とうまくマッ
チングした仕組みだと思っています。

◆小泉座長
少し話題を戻しますが、トロントの場合も農

地にする場合は許可が必要だという話があった
と思うのですが、都市農地に変えるためにとい
うことでしょうか。

◆ディール氏
私たちの土地で農業を始めるのには許可は要

らないのですが、先ほど話していたのは賃貸契
約のことです。例えば５年以上土地を貸すとい
うことになると、賃貸契約に対して州の許可が
必要になります。そして理事会で合意をとり、
許可を認めるという仕組みになります。

◆小泉座長
比較的都市の内部に農地を経営している場合

があると写真を見て思いました。周りにある住宅

等住民との摩擦であるとか、逆にインタラクショ
ン（相互作用、交流）などはあるのでしょうか。

◆ディール氏
都市農業に関して、社会貢献という意味では、

TRCA が良い仕事をしたと思っています。人々
の意識を改善して、食べ物がどこから来ている
のかということに関心を持つようになってきて、
現在、トロントにおける大きな運動になってい
ます。そして様々なレストランが直接農業者と
繋がるという動きもあり大変前向きだと思いま
す。しかし、やはり迷惑な点もあるので規則を
設けています。例えば家畜がいたとしたら、公
式のように数字で決まっていて、一定の距離を
置かなければなりません。

◆小泉座長
なかなか日本だとそこまでのルールはないで

すし、現実的に練馬のような都市農地が混在し
ているところで農地と住宅地の距離を取るとい
うのは難しいですが、トロントの場合は比較的
計画的にまとまって農地を作るということがで
きるので、そのようなルールがきちんと運用で
きるのかなと思いました。ニューサンスという
のは施設がもたらす害悪などのことですが、他
の都市でもこの生活妨害の問題で都市部に農を
作るのが難しくなったり、もしくはそれをうま
く調整するために工夫をされていることなどあ
れば教えていただきたいと思います。

◆武田氏
先ほどお話したとおり、農業者が努力をしな

がら経営をしているというところに特徴があり
ます。ですから、そのような近隣の被害に関し
ても農業者が自ら対応していかなければならな
いというのが基本です。例えば、練馬区にも牛
を飼っている農業者がいますが、尿については
消臭のためコーヒーのかすを利用するなど、色々
と努力をされて周辺との調和を図っている状況
です。また東京都でも、農薬の飛散防止、土が
道路に流れるのを防ぐフェンス等要望に応じて
やっています。やはり、周辺と調和できるよう
にするために、農業者の努力が重んじられなけ
ればならない状況です。

◆小泉座長
農業者側が一生懸命市民の方に受け入れられ

るために、様々な工夫をされている現状がある
ということですね。それが、例えば収穫された
ものを皆さんに食べてもらうことだったり、栽
培するものを変えていくとか、そういうことを
白石さんもおっしゃっていました。

◆山口氏
練馬の酪農では子どもたちが牛に触る機会を

提供したり、授業で訪れやすいような環境を作っ
ています。子どもたちの理解も促していくとい
うことなども努力しているところだと思います。

◆小泉座長
今出てきた話の中で学校との連携というのも、

色々な都市に共通して見られることだと思いま
した。練馬でも幼稚園や小学生の子どもが近く
の畑に行ってじゃがいも掘りや農作物の収穫体
験ということをやっています。少し校庭が広い
学校であれば学校の中に学校農園を作って、農
業者の方に指導受けながら生徒たちが栽培する
というようなこともやっています。農に対する
理解を深め、農の必要性を理解するという意味
では、学校に農的な空間を作る仕事は非常に価
値があります。どの都市でも大体、小学校は人
口規模に対して一定数あるので、農を都市に埋
め込むというところでは、非常に重要なリソー
スであると思うのです。そういう点で、各都市
の特徴的な取組であるとか、お話ししたいこと
があれば、ぜひ皆さんにお願いしたいのですが、
いかがでしょうか。

◆ロサッソ氏
1,600 の学校がニューヨークにあり、非営利団

体「グロー・トゥ・ラーン」という別の組織で
すべての学校に農園を作ろうとしています。現
在、全体の半分の 800 校の学校に農園がありま
す。他組織と連携して、そのような事業を進め
ています。学校農園は一般的には学校の端のほ
うに小さなアスファルトやコンクリートで囲ま
れたところにあるというケースが多いです。そ
して最近は屋上農園も沢山増えていますが、や
はり屋外に作るというのが一番人気です。今や
ろうとしているのは、パイプラインを作るとい
うことです。この流れを作って、学校で経験し
た人が地域で経験できるようにする、そして就
労経験に繋げるということもしたいと思ってい

て、それによって民間の起業家を巻き込むとい
うことも考えていきたいです。農業経験をした
人たち、子どもたちが、やがてもしかしたらプ
ロとして農業を続けるという選択肢を与えたい
と思っています。子どもたちが実際にそれを希
望するかどうかは別としても、やはりそういっ
た機会を作るということが農業の継続性にも繋
がりますし、また経済的にも良い影響があると
思っています。

◆タウフィック氏
ジャカルタでは、農業者が学校に行って、子

どもたちに農業について教えるプログラムを
行っています。現在 500 位の場所がありますが、
皆が自分のちょっとした農地を持つことによっ
て、子どもたちが農業者や農業に対して理解を
深めたり、将来的には農業に貢献できるように
なるのではないかと思っています。この数は農
業者が学校へ行くというプログラムを受け入れ
ている学校も多く存在するということを意味し
ています。先ほどの発表の中でお話しましたが、
都市農業の振興として作物を栽培するというの
はもちろんのこと、それだけではなく、加工す
るということも含まれています。ですから、子
どもたちには生産の現場から消費までの流れ、
それぞれのプロセスを理解してもらいたいと
思っており、そのための働きかけもしています。
それによって新しい農業者が生まれてくること
にも繋がると思います。

また、私たち行政から、大学の学生たちに働
きかけをするということも行っています。大学
でも地域の人たちと一緒に農業を始めていたり
始めようとする動きがあります。そしてこの活
動がずっと継続できるように、行政としても定
期的に彼らの会合をセッティングしたり、収穫
時の袋詰め、箱詰めなどを手伝ったりといった
ことも行っています。ジャカルタでは環境汚染
が非常にひどいので、そういった意味でも環境
にも非常に良い影響がありますから、小学校か
ら大学までをターゲットに取組を続けています。

◆ソン氏
学校における農業に関しては、私たち行政で

も他の都市農業のプログラムで協力しています。
ソウルの小学校・中学校・高校の内、多くの学
校で学校農園を作っています。子どもたちに農
業を理解させるということを考え、小さい時か
ら農業に触れて理解できるようにしています。
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農業の役割を理解して初めて農業の発展に寄与
できるので、学校農園には教育的な価値がある
という考えに至って学校農園を推進しています。

◆小泉座長
多くの学校で子どもたちが農に親しんで、そ

の大切さや必要性を理解することになっている
ということですね。なかなか、日本だとそこま
で一定の時間の中で達成するというのは難しい
と思いますが、そこは市役所とか学校関係の所
管、教育委員会などが非常に積極的に取り組ん
でいるということでしょうか。

◆ソン氏
学校はそうでもないですが、教育の場である

学校農園を作っています。農園を作るだけでな
く、子どもたちに農業経験をさせるために、年
間 20 回程、冬以外の季節に種まきから収穫まで
行うプログラムの講師が学校に派遣されます。
農業を教師が教えるのではなく、専門的に農業
を教えることができる都市農業の専門家を派遣
して農業教育を子どもたちに直接行っています。

◆白石氏
ソンさんから興味深いお話をお聞きしたのが、

農業と福祉は非常に近い関係、共通点があるので
はないかというところです。もう１つ、教育も同
じだと思うのです。経済活動として考えると、農
業が力を持つためには、大規模化が必要になって
きます。都市農業は小さい農業ですから競争力が
非常に弱く、農業、教育、福祉、市民活動、その
辺との関係性をもっとしっかりこれから組み立
てていかなければいけないのではないかと思い
ます。今まで、日本の都市農業は産業としての農
業の視点が強かったのですが、今回、各都市から
のお話を伺い、都市の中でどう役立てているかと
いうことが大切だと感じました。

◆小泉座長
中間支援団体が非常に強く色々な団体と協力

しながら進めたり、学校に農地を作るというこ
とを進めることに関して、ソウルでは協力しな
がらやっているのではないかと思います。やり
方は違うようですが、練馬と比べると進んでい
ると私も思いました。

◆山口氏
皆さんからお話を伺って、やはり学校の取り

組みも大事だなと感じました。練馬でも農業者
の皆さんが畑の先生と呼ばれて子どもたちと一
緒に学校農園など、一生懸命やってきています。

◆小泉座長
練馬の場合、高校まで全ての学校でやってい

るのでしょうか。小学校や中学校ではどうなの
でしょうか。

◆山口氏
小学校では全部でやっていますが、中学校は

全部ではないです。しかし、農部というのがあ
る学校があります。高校での実施はわかりませ
んが、いくつかあったかもしれません。

◆小泉座長
ソウルの場合、取組の徹底の具合が少し違う

と思いました。

◆山口氏
今回農のある空間をどう守っていくかという

話を皆さんとさせていただく中で、私は伝統的
な練馬の農のある風景というのを守っていきた
いと思っています。その際に、学校で子どもた
ちに農業の大切さや土に触れる楽しみみたいな
ものをわかってもらうことによって、農自体を
理解してもらうことに繋がると思います。土地
利用、空間としてどう農を残していこうかと考
えた時に、皆さんがやられていることや、練馬
でも活かせそうな事というのがあれば、教えて
いただきたいです。

◆小泉座長
私も最後に聞きたかったのは、どのような空

間戦略をお持ちなのかということです。他の都
市の皆さんにもお聞きしたいです。特にフルヨ
ンさんが紹介してくれたグリーン・グリッドの
取組は、義務的なものではないのですが、いろ
んな開発が起きる時にうまく誘導するツールと
しては有益なものと思いますので、そのあたり
もお聞きしたいです。

◆フルヨン氏
はい、戦略があるという事は役に立つと思い

ます。ロンドンにおいても、やはりそういった
戦略を立てることの必要性や改善させることの
必要性への認識が高まっています。戦略計画が
グリーン・グリッドという考え方を作り、整理

されているわけです。やはり何をするにしても
その土地の特徴的な見方に着目することが必要
だと思います。ひとつの空間についての考え方
も重要な事が異なるため、地域ごとに違うと思
います。この研究については、英語ですけれど
もダウンロードできる形で提供されていますの
で関心があれば見ていただければと思います。

◆小泉座長
空間戦略として他の都市の皆さんからありま

すか。先ほどビルさんから、まだコミュニティ
農園がないようなエリアをこれから対象エリア
にしたいという話がありました。都市の緑とし
ての価値を高めることについて考えはあるので
しょうか。

◆ロサッソ氏
先ほど農園がどこにあるかを点で示した地図

を作成したとお話しました。どうやってつなが
りを作ることができるのかということを私は常
に考えています。ニューヨークでは私の組織が
許可を出したら、公的な調査なしに用途転換は
できないという規制があり、オープンスペース
の維持に繋がっています。そういったやり方も
あると思います。

◆フルヨン氏
つながりを作るというのは非常に難しいこと

です。色んなものがバラバラにあるからです。
つながりといっても色々なやり方があると思い
ます。例えば、畑の端っこに何かあり続けると
いうだけでは、繋げるということができなくな
ります。昨年、練馬に来た時のことを覚えてい
ますが、木が富士山の方向に向かってずっと街
道沿いに植えられていたのが印象的でした。ど
うやってこのように継続性を感覚的に作るかと
いうことです。物理的なつながりではないかも
しれないし、細いところがあるかもしれない。
それでも、何か視覚的にとつながりがあるよう
な、そういった雰囲気を出すことも大事だと思
います。

◆小泉座長
ランドスケープデザイン的な発想の中で、量

を増やすというだけではなく、デザインを工夫
することによって、視覚的であるとか空間全体
の連続性みたいなものを確保できるのではない
かというお話でした。そういう観点で練馬の農

地を実際に眺めた事なくて、しっかりそういっ
た観点で考え直してみると、公園や道路上の樹
木の整備であるとか、そういったものの農をど
う考えるのかというのが新しいヒントになるよ
うな気がします。

◆飯田氏
フルヨンさんがおっしゃっていたように、練

馬の農地は農住混在で、他の家がすぐ近くに隣
接しています。皆さんから言われたのは、農地
での活動はすごく充実していて、農業体験農園
や自動販売機を置いて住民の皆さんが買えたり
してとても良いのですが、農地から１歩出て住
宅地とどう繋がっていくのか、どうネットワー
クを作っていくのかということに関しては、練
馬もできることがまだあるのではないかという
ことを言っていただきました。私たちはまだそ
ういった観点が足りなかったので、これから考
えて行かなくてはならないなと思っているとこ
ろです。関連して、2017 年に都市緑地法という
法律が一部改正されて、都市の緑地の定義の中
に初めて農地が含まれるようになりました。そ
れまでは都市の緑地の定義の中に農地が含まれ
ていませんでした。農地は都市化していかなけ
ればならない場所と捉えられていたので、農地
は緑地ではないということだったのです。農地
も含め、屋敷林等いろんな緑をどのように視覚
的に繋げ、農のある風景の中で暮らしている実
感をいかに持てるようにしていくのかというこ
とが大事だと思います。

◆小泉座長
概ね皆さんのディスカッションの時間が過ぎ

たので、もしよろしければ会場の皆さんからご
意見を受けたいと思います。

◆質問者
私は都市の中に農業があるというのは大変大

切なことで、練馬区がこのような機会を持って
いただいたことを大変嬉しく思っています。今
議論にありました、土地利用の中に農地の保全
をどのように積極的に進めていくかということ
に今日はあまり議論がなかったのではないかと
思いました。都民にとっては土地が高すぎる等、
代々農地を残していくことは難しいと思うので、
税制の問題等検討していく必要があると思いま
した。農と住宅がうまくバランスをとる必要が
あるという話もあり大変関心を持ちました。そ
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ういった点で農地を残すためにどのようにやっ
ていくのかということを、今後議論を続けてい
ただけたらと思います。

◆小泉座長
今の意見はとても大事なテーマだと思ってい

ます。ソウルは政策的にも強力に進めている印
象を受けました。ロンドンは戦略的にやりつつ
も強制的なものではないようでしたが、連携し
ながらやっていくような形でグリーン・グリッ
ドを作るということでした。練馬は農業者が頑
張って農地を守っていくようなスタイルだと思
いますし、ニューヨークの場合は非常に強い中
間支援団体と市民が参画する形でコミュニティ
農園を都市の内部にどんどん広げていっている
ということでした。他の都市でも行政が空間と
してしっかり残すとか具体的な政策も出てきて
いるというところがありました。少なくとも練
馬や東京の場合は、そこまで十分にできていな
い現状があると思いますので、そういった問題
は非常に大事だと思います。

◆白石氏
東京の場合は都市計画の失敗という、ひとつ

のお手本みたいなところがありました。第二次
世界大戦後、人口が爆発的に増えたのにまちづ
くりが間に合わなかったわけです。諸外国では
きちんとインフラ整備をしながらまちを作って
きたはずです。練馬では結果的にポツポツと後
が残ってしまって、それを後追い的に位置付け
たので、アンバランスだったりトラブルだった
り、いろんな形で先程のご意見のように吹き出
しているわけです。そういった意味で、ひとつ
の手法として、区画整理という行政上の手法が
あり、先ほどフルヨンさんにデザインしてもら
いました。行政担当者のどなたか少し印象を伺
いしたいのですが、どうでしょうか。

◆都市計画課長吉田氏
練馬区の都市計画課長の吉田と申します。今

の白石さんのお話で今までのまちづくりは失敗
したとおっしゃっていましたが、そういう１つ
の見方もあるのかなとは思います。一方で、練
馬区の場合は 23 区の中では多くの農地が残っ
ているのですが、なぜ残っているのかという
と、まちづくりがもう１つ進んでいなかったか
らです。例えば、道路の整備が進んでいたり鉄
道がもっと延伸されていたりしていたら、より

開発が進んでいたのではないかと思います。今
これだけの農地が残っているという事は様々な
偶然が重なった結果かなというところもありま
す。今残っている農地をできるだけ保全し、新
しいまちを作っていくチャンスが練馬区にはあ
ると思います。国の政策の中でも都市の中に農
地はあるべきものというように大きな転換がさ
れました。農地は都市になければならないもの
ですので、公園や緑地と同じように、農地をま
ちづくりの中でどのように残していくのかとい
うことが大事だと思います。しかしながら、残
していくためにはどのようなまちづくりの制度
が必要なのかということがありますが、正直に
申し上げて今の制度では十分ではないと思って
います。農業者の皆さんにも協力をいただかな
ければならない部分もありますし、例えば規制
誘導などを行っていくことも必要になってくる
と思いますので、まさにこれから取組を進めて
いくことが必要だと思っています。市民の皆さ
んや様々な方からご意見をいただきながら新し
い都市像を見据えつつ、区画整理や地区計画な
どの都市計画制度も新しいまちをどう作るのか
によっては変えていかなければならないと思っ
ています。練馬区だけでは難しいと思いますが、
東京都や国の方々にも練馬区の実情をお話しし
ながら模索をしていきたいと思います。

◆小泉座長
最後に海外からお越しの皆さんに、一言ずつ

メッセージなどコメントをいただいて、このセッ
ションを閉じたいと思います。

◆フルヨン氏
やはり繋げていくということが重要だと思い

ます。

◆ロサッソ氏
各都市ともそれぞれのやり方で何とかして練

馬にあるようなものを作りたいと努力をしてい
ます。練馬には地域コミュニティに深く入り込
んだ農地があり、住民の人たちも密接した関係
を保っていて、緑が存在しています。色々と大
変な課題もあるかと思いますが、このような対
話が継続されることを願っています。

◆ディール氏
私も沢山のインスピレーションを受けました。

是非ともここで学んだことを持ち帰りたいと

思っています。そして様々な課題についても話
を聞かせていただきました。ひとつ、練馬で考
えられることはプログラムを使って、住民の人
たちに関与させることができると思います。彼
らの裏庭などを活用したり、色々とチャンスが
溢れていると思います。

◆タウフィック氏
練馬で多くの事を学びました。特に販売につ

いて大変素晴らしいと思いました。もう１つは
先ほど地域住民との軋轢が少しあったりすると
聞きましたが、どうやって近隣からの理解を得
るかということも学びました。ジャカルタには
ジャカルタ独自の植物があり、それを市民に分
けています。できれば練馬のように、市民が自
分たちでトマトなどの色々な野菜を栽培できれ
ばいいなと思いました。本当に興味深い活動を
されていると思います。練馬では本当に皆さん
をよく支援されていると思いました。

◆ソン氏
先ほど発表でも話しましたが、都市の中の農

地をどのように守るか、それをどのよう後世に
継ぐのかが非常に大切だと思いますので、ソウ
ルでも取り組んでいます。しかしながら練馬区
で感じたのは、都市の中の農地自体がまだ存在
する、大事にされているということで、非常に
大きな感銘を受けました。ソウルでは開発が進
んだ結果、都市の中に農地を残すことができな
かったと言う事は残念に思います。それについ
てはソウルが政策として、強力な農地保全政策
を導入すべきだと思います。そうすることによっ
て、都市農地がなくなるという事を防ぐことが
できると思います。練馬では、都市と農が共存
しているのを見て非常に大きな感銘を受けまし
た。これからも農地が都市の中で存在し続けな
がら、都市が農地ともに発展していくことを望
んでいます。

◆飯田氏
来場された方の中には、海外の事例を初めて

知ったという方も多いのではないかと思います。
一言に都市農業といっても、すごく多様だとい
うことをご理解いただけたかなと思います。練
馬のように私有地で農業者が頑張っているとこ
ろもあれば、トロントやニューヨークのように
公有地でコミュニティ農園をやっているところ
もあったり、暫定的な土地利用としての都市農

業をやっているところもあります。ソウルがす
ごいと思ったのは文化遺産として農地を位置付
けて恒久的に保全していこうという動きがあり、
地面の上での農業もあれば、施設や建物の中で
の農業もあるということです。世界で都市農業
が大きなムーブメントになっていると思います
が、今回、その多様性というのを垣間見ていた
だけたかなと思います。初めて練馬で国際会議
を開きましたが、ぜひこれで終りにせずに、こ
れからも意見交換や情報交換を続けて行けたら
良いのではないかなと思います。

◆小泉座長
パネリストの皆さんから素晴らしい発表をし

ていただいたことで議論もすごく深まりました
し、相互理解も進んだと思います。ソウルでは
EXPO を開催されているということですので、
もしよろしければ次はソウルでサミットを行う
のも良いかもしれません。今回のサミットがきっ
かけになって継続し、発展していくと、都市の
中に農が組み込まれより豊かな生活を実現する
ということに繋がっていくと思います。今回の
パネリストの皆さんには引き続きご協力いただ
きたいと思います。ありがとうございました。

議
事
録
・
分
科
会
③

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

207 208


